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第12回定時社員総会・表彰式式次第 
一般社団法人日本ゴム協会 

 

2023年5月30日（火）12：45～14：15 

兵庫県民会館 

 

◎第12回定時社員総会 

司 会 理 事 渡邉 順司 

１．開会の辞 

２．議 事 議 長 

会長あいさつ 会 長 斎藤  拓 

第１号議案 2022年度収支決算書類承認の件 

 理 事 高松 成亮 

2022年度監査報告 監 事 長谷 朝博 

（報告事項） 

１．2022年度事業報告の件 理 事 櫻井 伸一 

２．2023年度事業計画の件 理 事 櫻井 伸一 

３．2023年度収支予算の件 理 事 高松 成亮 

第２号議案 名誉会員推戴の件 理 事 井上 泰三 

第３号議案 2023・2024年度役員選任の件 

 理 事 松本 恭一 

 新会長あいさつ  新会長 

 

*:.。.:*゜表彰式 ゜*:.。.:* 

司 会 理 事 菊地 尚彦 

１．名誉会員推戴 小野 勝道 氏 

２．第35回日本ゴム協会賞審査報告 

 委員長 斎藤  拓 

受賞業績：強靭な官能性スチレン系熱可塑性エラ 

     ストマーの研究開発 

受 賞 者：名古屋大学 野呂 篤史 氏 

名古屋大学 梶田 貴都 氏 

日本ゼオン株式会社 小田 亮二 氏 

日本ゼオン株式会社 橋本 貞治 氏 

３．第61回ゴム技術功績賞審査報告 

 委員長 川治 信介 

受 賞 者：平田  靖 氏 

隠塚 裕之 氏 

４．第70回優秀論文賞審査報告 委員長 中嶋  健 

受賞論文：不溶性硫黄の収量及び熱安定性に及ぼ

す後熱処理の効果とそのESR測定による

機構解明 

寺田直樹氏･高下勝滋氏･山口徹平氏･ 

駒口健治氏･早川愼二郎氏･堤宏守氏 

５．第78回ゴム技術進歩賞審査報告 

 委員長 渡邊 智子 

研究課題：リサイクルゴム粉をブレンドした引張

特性の均一度が高い加硫ゴム 

 

受 賞 者：タイガースポリマー株式会社 

 中村 哲也 氏 

６．第15回日本ゴム協会科学技術奨励賞審査報告 

 委員長 山本 勝宏 

研究の名称：表面形状設計に基づいたゴム材料の

トライボ特性制御 

受 賞 者：名古屋工業大学 前川  覚 氏 

７．第16回CERI若手奨励賞審査報告 

 委員長 山本 勝宏 

研究の名称：改変短鎖シスプレニルトランスフェ

ラーゼによる新奇バイオポリマー合

成 

受 賞 者：住友ゴム工業株式会社 

 山口 晴彦 氏 

８．第14回ブリヂストンソフトマテリアルフロンティア賞 

フロンティア賞 

 委員長 山本 勝宏 

研究の名称：ゴム添加系新規高性能ポリマーアロ

イの開発および破壊メカニズムの解

明 

受 賞 者：山形大学大学院 西辻祥太郎 氏 

奨励賞 

 委員長 山本 勝宏 

研究の名称：結合交換を駆使したサスティナブル

架橋樹脂の開発 

受 賞 者：名古屋工業大学 林  幹大 氏 

研究の名称：放射線可視化高分子複合材料の開発 

受 賞 者：京都工芸繊維大学 木梨 憲司 氏 

９．第33回エラストマー討論会第30回CERI最優秀発表論 

文賞 

研究の名称：新規硫黄ポリマーの合成とその物性

評価 

受 賞 者：大阪大学大学院 小林裕一郎 氏 

受 賞 者：大阪大学大学院 堀口 顕義 氏 

受 賞 者：大阪大学大学院 西村 龍人 氏 

受 賞 者：大阪大学大学院 橋本  駿 氏 

受 賞 者：大阪大学大学院 山口 浩靖 氏 

 





（1）
(1) 

2022年 度 事 業 報 告  
（2022年4月１日から2023年3月31日まで） 

 

一般社団法人日本ゴム協会 

 

 

Ⅰ．事業の状況 

1. 学術及び生産技術の研究及び調査（定款第4条第1号） 

(1) 2022年年次大会（第11回定時社員総会） 

日時 2022年5月30日（月）・31日（火） 

会場 オンライン開催 

総会出席者（代理行使を含む）82名 

研究発表88件（うち若手発表30件） 登録者数222名 

新型コロナウイルス感染拡大防止のため，オンライ

ン開催とした． 

(2) 第33回エラストマー討論会 

日時 2022年12月15日（木）・16日（金） 

会場 三重大学三翠ホールとオンライン併用のハイ

ブリッド開催 

研究発表74件（うち若手発表26件） 登録者数202名 

2. 研究の奨励及び研究業績の表彰（定款第4条第2号） 

(1) 研究部会 

13の研究分科会において，定期的に研究会を開催

し，最新の課題について調査・研究・討論を行った． 

(2) 顕彰関係 

当該各委員会において各賞受賞者の選考と推薦を

行った． 

3. 講演会の開催（定款第4条第3号） 

(1) 第56回夏期講座 テーマ：温故知新―伝統継承と 

新技術の融合― 

日時 2022年8月4日（木）・5日（金） 

会場 甲南大学平生記念セミナーハウスとオンライ

ン併用のハイブリッド開催 参加者51名 

(2) 研究分科会において得られた専門的成果に基づい

て，会員ならびに一般ゴム科学技術者の研鑽に資す

るため，分科会主催のシンポジウム・力学入門コー

ス計7回を開催した． 

(3) 各支部では，毎月適切なテーマをとりあげて講演

会，講習会，セミナー等を開催した．各支部の行事

数は下記のとおりである． 

関東支部 講習会2回，講演会2回，紹介講演会1回，

セミナー2回，見学会1回，交流会1回 

東海支部 講習会1回，講演会3回，紹介講演会1回，

セミナー1回 

関西支部 講習会1回，講演会5回，紹介講演会1回，

サタデーセミナー6回，若手セミナー5回 

九州支部 講演会1回，事例発表会1回､技術講座1回 

4. 会誌及び図書の刊行（定款第4条第4号） 

(1) 日本ゴム協会誌の発行 

2022年において会員へのゴム技術情報提供及び学

術推進のための機関誌「日本ゴム協会誌」第95巻12

冊（普通号7冊，特集号5冊）を定期的に発行した．

論文や総説等で364頁，会告で462頁，年間総頁数が

826頁であった． 

なお，発行において以下の企画を推進した． 

①ゴム技術を中心に周辺技術やソフトマテリアル材

料に関するタイムリーな情報を提供した． 

②今日的なテーマ及びゴム固有のテーマ等で研究部

会の協力も得て，特集を定期的に組んだ． 

③わが国で編集発行するゴム技術論文誌として，高

いレベルで審査，発行した． 

④年次大会及びエラストマー討論会の研究発表やIRC，

IRCC，あるいはISO/TC45国際会議などの海外にお

けるソフトマテリアル関連の参加記を掲載し，会

員への情報提供に努めた． 

(2) 出版関係 

電子ジャーナル(e-Journal of Soft Materials)，

eJSM Vol.18(2022)の原著論文は1件であった． 

5. 見学及び視察（定款第4条第5号） 

(1) 国際交流 

新型コロナウイルス感染拡大防止のため，

IRC2022Indiaに代表派遣は行われなかった． 

(2) 各支部の見学会は関東支部のみオンラインで行い，

その他は新型コロナウイルス感染拡大防止のため，

開催を中止した． 

6. 会員の交流（定款第4条第6号） 

(1) 会員活動の充実と会員増強 

関係各位ならびに各支部の協力により入会の勧誘

を行った． 

7. 関係官庁及び関係団体等の諮問に対する答申又は建
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（2）(2) 

議（定款第4条第7号） 

(1) 研究部会では必要に応じて関係官庁及び関連団体

の諮問に応じた． 

(2) ゴム及びゴム製品に係る標準化活動 

1．国際標準開発全般 

引続き「日本のゴム関連企業の有する優れた技術

と高い品質(Japan Quality）を示すことができ，日

本製品の優位を見える化する」ことを命題として規

格開発を戦略的に進める．特に，重要テーマである

「バイオベース度の求め方」については，国際会議

で専門家の賛成を得て，日本PLで改訂となった．併

せて「高耐久・高性能建築用免震ゴム支承のガイダ

ンス」も，免震ゴム支承の先進5か国(英米伊中マレ

ーシア)より専門家の参加を得て，国際会議での有

益な議論ができ，各地域の規格との対照について，

より有益な内容となり，DTRに進む事となった．そ

の他の改訂案件含め，何れもそれぞれの計画に沿っ

て確実に実施し，成果報告に繋げることができた． 

①ISO開発：本年度TC45からは29件の規格が発行さ

れ，その内「高耐久・高性能建築用免震ゴム支承」

などの9件が日本提案である．継続する重点テー

マとして「気象用バルーン」，「ホースおよびホ

ースアセンブリの気密性試験」と「引布の吸水性

試験法」の規格開発に注力した．また，日本品質

の見える化／格差付けを狙った継続案件11件，本

年度から新規に開始する規格5件を中心に確実に

ISO発行あるいは次の段階へ進展させた．更に，

定期見直し71件の審議を行う計画．実施に当たっ

ては国内での戦略的な審議を踏まえ，ISO国際会

議への積極的な参加と提言，更に関係官庁及び関

係団体の諮問に対する答申・連絡を心がけた． 

②JIS開発：「ホース摩耗試験」など9件のJISが発

行された．本年度は32件の定期見直しを行った．

更に「引張特性の求め方」のJIS原案を作成し，

提出する事ができた． 

③国際会議：インドでの開催予定であったが，本年

も新型コロナウィルスの影響で対面会議が中止さ

れ，すべての会議がWeb会議となった．日本は，

開催されたすべてのWeb会議に参加し，審議案件

についての意見を発信し，ISO規格発行及びステ

ージアップに貢献した．また，優れた日本の技術

を標準化して行く新規テーマの提案として「揮発

性硫黄ガスの定量方法」(SC2WG5)の概要説明を

Web会議で実施し，新規検討案件として合意を得

た．その他，日本提案の改訂案件として「ゴム用

配合剤－有機薬品－略語」(TC45WG10)についての

概要案説明を実施し，承認された． 

2. 新規テーマ創出：継続して，「日本のゴム関連企

業の有する優れた技術と高い品質(Japan Quality）

を示すことを行ない，日本製品の優位を見える化す

る」ための規格化テーマの創出を行う予定である．

ゴム用材料の評価方法の新規提案を検討開始してい

る．また，レジリエントな社会インフラの為の免震

ゴム支承関連の新規提案の検討を進めている． 

3. 委員会構成，人材面：前年度と同様に，ISO/TC45

国内審議委員会活動のための14分科会の体制で実施

する． 

4. 関連団体との連携強化：友好団体はもとより，自

動車技術会，プラスチック工業連盟，日本試験機工

業会，日本溶接協会，日本産業機械工業会，水素供

給利用技術研究協会，日本エルピーガス供給機器工

業会，日本寝装寝具協会，日本免震構造協会，建築

ガスケット協会，日本グローブ工業会等との関係を

強化し，ISO/TC45関連の標準化活動を更に連携した

活動として実施する予定．また，昨年度のISO新規

案件でも見られた新興国の提案の国内産業への影響

の検討のため，関係団体との連携を更に強化して行

く予定． 

8. その他この法人の目的を達成するために必要な事業

（定款第4条第8号） 

(1) 活性化策として，支部・本部合同の活動として三

大行事の活性化活動を展開中である． 

(2) 2021年度に導入したSMMS会員管理システムを用い

て会員サービスを拡大中である． 

(3) メールマガジンを定期的に配信した． 

(3) 

Ⅱ．処務の概況 

① 役員に関する事項 

理事 定数：15名以上20名以内 現在：20名 任期：2年 

監事 定数：11名以上13名以内 現在：13名 任期：2年 

職  名 氏  名 現   職 

理 事(会 長) 斎藤  拓 東京農工大学 

理 事(副会長) 網野 直也 横浜ゴム株式会社 

理 事(副会長) 大月 正珠 株式会社ブリヂストン 

理 事(副会長) 高松 成亮 住友理工株式会社 

理 事(副会長) 櫻井 伸一 京都工芸繊維大学 

理 事 加藤 進一 株式会社加藤事務所 

理 事 河原 成元 長岡技術科学大学 

理 事 榊田  宏 日本ゼオン株式会社 

理 事 中嶋  健 東京工業大学 

理 事 山﨑  聡 三井化学株式会社 

理 事 渡邊 智子 一般財団法人化学物質評価研究機構 

理 事 岡本 正巳 豊田工業大学 

理 事 川治 信介 株式会社イノアックコーポレーション 

理 事 山本 勝宏 名古屋工業大学 

理 事 井上 泰三 元：株式会社カネカ 

理 事 菊地 尚彦 住友ゴム工業株式会社 

理 事 原野 健一 株式会社アシックス 

理 事 松本 恭一 中西金属工業株式会社 

理 事 渡邉 順司 甲南大学 

理 事 村上 裕人 長崎大学 

監 事 小藥 次郎 鬼怒川ゴム工業株式会社 

監 事 長谷 朝博 産業技術総合研究所 

監 事 笈木 宏和 久留米工業高等専門学校 

② 職員に関する事項 

職 名 常勤・非常勤 人数・無給者 他機関との兼任者 備考 

事務局長 常  勤 1名 ・ 0名 0名  

職 員 常  勤 3名 ・ 0名 0名  

 

③ 会議等に関する事項 

 理事会 

開催年月日 議   事   事   項 会議の結果 

2022年4月27日 2022年度第1回理事会  

 審議事項  

 (1)2022年度組織図・活動方針・事業計画の件 承 認 

 (2)1・2・3月度会員移動の件 承 認 

 (3)2021年度事業報告・収支決算の件 承 認 

 (4)2022年度事業計画・収支予算の件 承 認 

 (5)各委員会活動の件 承 認 

 報告事項・その他  

 (6)顕彰関連 承 認 

 (7)研究部会幹事・主査会開催の件 承 認 

 (8)標準化部門活動の件 承 認 

 (9)2022年年次大会（第11回定時社員総会）開催の件 承 認 

 (10)第56回夏期講座開催の件の件 承 認 

 (11)第33回エラストマー討論会開催の件 承 認 

2022年8月3日 2022年度第2回理事会  

 審議事項  

 (1)2022年度組織図・活動方針・事業計画の件 承 認 

 (2)4・5・6月度会員移動の件 承 認 

 (3)各委員会活動の件 承 認 

 報告事項・その他  

 (4)各支部事業計画及び予算の件 承 認 

 (5)2022年年次大会（第11回定時社員総会）開催報告 承 認 

 (5)第56回夏期講座開催の件 承 認 

 (6)第33回エラストマー討論会開催の件 承 認 

 (7)RubberCon2023サイトHP掲載の件 承 認 

 
2022年10月28日 2022年度第3回理事会  

 審議事項  

 (1)2022年度組織図・活動方針・事業計画の件 承 認 

 (2)7・8・9月度会員移動の件 承 認 

 (3)各委員会活動の件 承 認 

 報告事項・その他  

 (4)財務部門報告の件 承 認 

 (5)第33回エラストマー討論会開催の件 承 認 

 (6)2023年年次大会（第12回定時社員総会）開催の件 承 認 

 (7)第56回夏期講座開催報告 承 認 

 (8)顕彰関連の件 承 認 

 (9)IRC2026の件 承 認 

2023年1月23日 2022年度第4回理事会  

 審議事項  

 (1)2022年度組織図・活動方針・事業計画の件 承 認 

 (2)10・11・12月度会員移動の件 承 認 

 (3)12月度収支決算報告の件 承 認 

 (4)2022年度事業報告（案）の件 承 認 

 (5)2023年度事業計画(案)の件 承 認 

 (6)次期役員候補者選考の件 承 認 

 (7)顕彰部門活動の件 承 認 

 (8)各委員会活動の件 承 認 

 (9)The Rubber-Elastomer Technology Association, 承 認 

 (9)Thailand MOUの件  

 報告事項・その他  

 (10)第33回エラストマー討論会開催報告 承 認 

 (11)2023年年次大会（第12回定時社員総会）開催の件 承 認 

 (12)第57回夏期講座開催の件 承 認 

 (13)研究部会活動の件 承 認 

 (14)IRC2026開催予定の件 承 認 

 

 第11回定時社員総会 

開催年月日 議   事   事   項 会議の結果 

2022年5月30日 第1号議案 2021年度収支決算書類承認の件 全会一致にて承認 

 第1号議案 2021年度監査報告 全会一致にて承認 

 報告事項  

 1．2021年度事業報告の件 全会一致にて承認 

 2．2022年度事業計画の件 全会一致にて承認 

 3．2022年度収支予算の件 全会一致にて承認 

 第2号議案 名誉会員推戴の件 全会一致にて承認 

 

④ 認可，承認，証明に関する事項 該当なし 

⑤ 契約に関する事項   〃  

⑥ 寄付金に関する事項   〃  

⑦ その他の重要事項   〃  

⑧ 会員の異動状況(下表の通り) 該当あり 

 

社員・会員別入退会表 

会員種別 前年度末 
本年度 

入会 

本年度 

退会 
現会員数 増 減 

正会員 1,435 名 103 名 135 名 1,403 名 △32 名 

学生会員 95 名 41 名 24 名 112 名 17 名 

名誉会員 13 名 1 名 0 名 14 名 1 名 

賛助会員 社数 399 社 9 社 20 社 388 社 △11 社 

口数 717 口 10 口 21 口 706 口 △11 口 

計 1,942 154 179 1,917 △25 
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（3）(2) 

議（定款第4条第7号） 

(1) 研究部会では必要に応じて関係官庁及び関連団体

の諮問に応じた． 

(2) ゴム及びゴム製品に係る標準化活動 

1．国際標準開発全般 

引続き「日本のゴム関連企業の有する優れた技術

と高い品質(Japan Quality）を示すことができ，日

本製品の優位を見える化する」ことを命題として規

格開発を戦略的に進める．特に，重要テーマである

「バイオベース度の求め方」については，国際会議

で専門家の賛成を得て，日本PLで改訂となった．併

せて「高耐久・高性能建築用免震ゴム支承のガイダ

ンス」も，免震ゴム支承の先進5か国(英米伊中マレ

ーシア)より専門家の参加を得て，国際会議での有

益な議論ができ，各地域の規格との対照について，

より有益な内容となり，DTRに進む事となった．そ

の他の改訂案件含め，何れもそれぞれの計画に沿っ

て確実に実施し，成果報告に繋げることができた． 

①ISO開発：本年度TC45からは29件の規格が発行さ

れ，その内「高耐久・高性能建築用免震ゴム支承」

などの9件が日本提案である．継続する重点テー

マとして「気象用バルーン」，「ホースおよびホ

ースアセンブリの気密性試験」と「引布の吸水性

試験法」の規格開発に注力した．また，日本品質

の見える化／格差付けを狙った継続案件11件，本

年度から新規に開始する規格5件を中心に確実に

ISO発行あるいは次の段階へ進展させた．更に，

定期見直し71件の審議を行う計画．実施に当たっ

ては国内での戦略的な審議を踏まえ，ISO国際会

議への積極的な参加と提言，更に関係官庁及び関

係団体の諮問に対する答申・連絡を心がけた． 

②JIS開発：「ホース摩耗試験」など9件のJISが発

行された．本年度は32件の定期見直しを行った．

更に「引張特性の求め方」のJIS原案を作成し，

提出する事ができた． 

③国際会議：インドでの開催予定であったが，本年

も新型コロナウィルスの影響で対面会議が中止さ

れ，すべての会議がWeb会議となった．日本は，

開催されたすべてのWeb会議に参加し，審議案件

についての意見を発信し，ISO規格発行及びステ

ージアップに貢献した．また，優れた日本の技術

を標準化して行く新規テーマの提案として「揮発

性硫黄ガスの定量方法」(SC2WG5)の概要説明を

Web会議で実施し，新規検討案件として合意を得

た．その他，日本提案の改訂案件として「ゴム用

配合剤－有機薬品－略語」(TC45WG10)についての

概要案説明を実施し，承認された． 

2. 新規テーマ創出：継続して，「日本のゴム関連企

業の有する優れた技術と高い品質(Japan Quality）

を示すことを行ない，日本製品の優位を見える化す

る」ための規格化テーマの創出を行う予定である．

ゴム用材料の評価方法の新規提案を検討開始してい

る．また，レジリエントな社会インフラの為の免震

ゴム支承関連の新規提案の検討を進めている． 

3. 委員会構成，人材面：前年度と同様に，ISO/TC45

国内審議委員会活動のための14分科会の体制で実施

する． 

4. 関連団体との連携強化：友好団体はもとより，自

動車技術会，プラスチック工業連盟，日本試験機工

業会，日本溶接協会，日本産業機械工業会，水素供

給利用技術研究協会，日本エルピーガス供給機器工

業会，日本寝装寝具協会，日本免震構造協会，建築

ガスケット協会，日本グローブ工業会等との関係を

強化し，ISO/TC45関連の標準化活動を更に連携した

活動として実施する予定．また，昨年度のISO新規

案件でも見られた新興国の提案の国内産業への影響

の検討のため，関係団体との連携を更に強化して行

く予定． 

8. その他この法人の目的を達成するために必要な事業

（定款第4条第8号） 

(1) 活性化策として，支部・本部合同の活動として三

大行事の活性化活動を展開中である． 

(2) 2021年度に導入したSMMS会員管理システムを用い

て会員サービスを拡大中である． 

(3) メールマガジンを定期的に配信した． 

(3) 

Ⅱ．処務の概況 

① 役員に関する事項 

理事 定数：15名以上20名以内 現在：20名 任期：2年 

監事 定数：11名以上13名以内 現在：13名 任期：2年 

職  名 氏  名 現   職 

理 事(会 長) 斎藤  拓 東京農工大学 

理 事(副会長) 網野 直也 横浜ゴム株式会社 

理 事(副会長) 大月 正珠 株式会社ブリヂストン 

理 事(副会長) 高松 成亮 住友理工株式会社 

理 事(副会長) 櫻井 伸一 京都工芸繊維大学 

理 事 加藤 進一 株式会社加藤事務所 

理 事 河原 成元 長岡技術科学大学 

理 事 榊田  宏 日本ゼオン株式会社 

理 事 中嶋  健 東京工業大学 

理 事 山﨑  聡 三井化学株式会社 

理 事 渡邊 智子 一般財団法人化学物質評価研究機構 

理 事 岡本 正巳 豊田工業大学 

理 事 川治 信介 株式会社イノアックコーポレーション 

理 事 山本 勝宏 名古屋工業大学 

理 事 井上 泰三 元：株式会社カネカ 

理 事 菊地 尚彦 住友ゴム工業株式会社 

理 事 原野 健一 株式会社アシックス 

理 事 松本 恭一 中西金属工業株式会社 

理 事 渡邉 順司 甲南大学 

理 事 村上 裕人 長崎大学 

監 事 小藥 次郎 鬼怒川ゴム工業株式会社 

監 事 長谷 朝博 産業技術総合研究所 

監 事 笈木 宏和 久留米工業高等専門学校 

② 職員に関する事項 

職 名 常勤・非常勤 人数・無給者 他機関との兼任者 備考 

事務局長 常  勤 1名 ・ 0名 0名  

職 員 常  勤 3名 ・ 0名 0名  

 

③ 会議等に関する事項 

 理事会 

開催年月日 議   事   事   項 会議の結果 

2022年4月27日 2022年度第1回理事会  

 審議事項  

 (1)2022年度組織図・活動方針・事業計画の件 承 認 

 (2)1・2・3月度会員移動の件 承 認 

 (3)2021年度事業報告・収支決算の件 承 認 

 (4)2022年度事業計画・収支予算の件 承 認 

 (5)各委員会活動の件 承 認 

 報告事項・その他  

 (6)顕彰関連 承 認 

 (7)研究部会幹事・主査会開催の件 承 認 

 (8)標準化部門活動の件 承 認 

 (9)2022年年次大会（第11回定時社員総会）開催の件 承 認 

 (10)第56回夏期講座開催の件の件 承 認 

 (11)第33回エラストマー討論会開催の件 承 認 

2022年8月3日 2022年度第2回理事会  

 審議事項  

 (1)2022年度組織図・活動方針・事業計画の件 承 認 

 (2)4・5・6月度会員移動の件 承 認 

 (3)各委員会活動の件 承 認 

 報告事項・その他  

 (4)各支部事業計画及び予算の件 承 認 

 (5)2022年年次大会（第11回定時社員総会）開催報告 承 認 

 (5)第56回夏期講座開催の件 承 認 

 (6)第33回エラストマー討論会開催の件 承 認 

 (7)RubberCon2023サイトHP掲載の件 承 認 

 
2022年10月28日 2022年度第3回理事会  

 審議事項  

 (1)2022年度組織図・活動方針・事業計画の件 承 認 

 (2)7・8・9月度会員移動の件 承 認 

 (3)各委員会活動の件 承 認 

 報告事項・その他  

 (4)財務部門報告の件 承 認 

 (5)第33回エラストマー討論会開催の件 承 認 

 (6)2023年年次大会（第12回定時社員総会）開催の件 承 認 

 (7)第56回夏期講座開催報告 承 認 

 (8)顕彰関連の件 承 認 

 (9)IRC2026の件 承 認 

2023年1月23日 2022年度第4回理事会  

 審議事項  

 (1)2022年度組織図・活動方針・事業計画の件 承 認 

 (2)10・11・12月度会員移動の件 承 認 

 (3)12月度収支決算報告の件 承 認 

 (4)2022年度事業報告（案）の件 承 認 

 (5)2023年度事業計画(案)の件 承 認 

 (6)次期役員候補者選考の件 承 認 

 (7)顕彰部門活動の件 承 認 

 (8)各委員会活動の件 承 認 

 (9)The Rubber-Elastomer Technology Association, 承 認 

 (9)Thailand MOUの件  

 報告事項・その他  

 (10)第33回エラストマー討論会開催報告 承 認 

 (11)2023年年次大会（第12回定時社員総会）開催の件 承 認 

 (12)第57回夏期講座開催の件 承 認 

 (13)研究部会活動の件 承 認 

 (14)IRC2026開催予定の件 承 認 

 

 第11回定時社員総会 

開催年月日 議   事   事   項 会議の結果 

2022年5月30日 第1号議案 2021年度収支決算書類承認の件 全会一致にて承認 

 第1号議案 2021年度監査報告 全会一致にて承認 

 報告事項  

 1．2021年度事業報告の件 全会一致にて承認 

 2．2022年度事業計画の件 全会一致にて承認 

 3．2022年度収支予算の件 全会一致にて承認 

 第2号議案 名誉会員推戴の件 全会一致にて承認 

 

④ 認可，承認，証明に関する事項 該当なし 

⑤ 契約に関する事項   〃  

⑥ 寄付金に関する事項   〃  

⑦ その他の重要事項   〃  

⑧ 会員の異動状況(下表の通り) 該当あり 

 

社員・会員別入退会表 

会員種別 前年度末 
本年度 

入会 

本年度 

退会 
現会員数 増 減 

正会員 1,435 名 103 名 135 名 1,403 名 △32 名 

学生会員 95 名 41 名 24 名 112 名 17 名 

名誉会員 13 名 1 名 0 名 14 名 1 名 

賛助会員 社数 399 社 9 社 20 社 388 社 △11 社 

口数 717 口 10 口 21 口 706 口 △11 口 

計 1,942 154 179 1,917 △25 
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2022年 度 決 算 報 告  
（2022年4月１日から2023年3月31日まで） 

 

一般社団法人日本ゴム協会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅰ　資産の部

１．流動資産

現金預金

現 金

定 期 預 金

普 通 預 金

振 替 貯 金

郵 便 貯 金

定 額 貯 金

未 収 入 金

在 庫 商 品

貯 蔵 品

立 替 金

前 払 費 用

仮 払 金

流動資産合計

２．固定資産

(1) 基本財産

基 本 財 産 引 当 預 金

基本財産合計

(2) 特定資産

退 職 積 立 預 金

国 際 会 議 基 金

国 際 交 流 基 金

日 本 ゴ ム 協 会 賞 基 金

ゴ ム 技 術 功 績 賞 基 金

ゴ ム 科 学 技 術 奨 励 金 基 金

オ ー エ ン ス レ ー ガ ー 賞 基 金

特定資産合計

(3) その他固定資産

什 器 備 品

電 話 加 入 権

事 務 所 保 証 金

その他固定資産合計

固定資産合計

資産合計

Ⅱ　負債の部

１．流動負債

未 払 金

会 費 前 受 金

仮 受 金

流動負債合計

２．固定負債

退 職 給 付 引 当 金

固定負債合計

負債合計

Ⅲ　正味財産の部

１．指定正味財産

指定正味財産合計

２．一般正味財産

（ う ち 基 本 財 産 へ の 充 当 額 ）

（ う ち 特 定 資 産 へ の 充 当 額 ）

正味財産合計

負債及び正味財産合計

貸貸借借対対照照表表総総括括表表
2023年 3月31日現在

（単位：円）

科        目 一般会計 収益事業会計 支部会計 内部取引消去 合   計

293,687 0 493,117 0 786,804

41,031,446 5,849 20,997,038 0 62,034,333

28,448,156 5,849 17,488,338 0 45,942,343

3,030,835 0 3,015,583 0 6,046,418

1,321,673 0 0 0 1,321,673

4,937,095 0 0 0 4,937,095

1,808,310 3,548,588 0 -3,468,547 1,888,351

3,000,000 0 0 0 3,000,000

0 914,182 0 0 914,182

0 0 920,835 0 920,835

0 0 130,010 0 130,010

0 0 0 0 0

43,243,856 4,468,619 22,047,883 -3,468,547 66,291,811

404,100 0 0 0 404,100

0

0

5,000,000 0 0 0 5,000,000

5,000,000 0 0 0 5,000,000

2,899,016 0 0 0 2,899,016

0

13,439,574 0 0 0 13,439,574

20,311,659 0 0 0 20,311,659

2,228,936 0 0 0 2,228,936

4,522,827 0 0 0 4,522,827

217,417 0 0 0 217,417

2,378,960 0 0 0 2,378,960

0

45,998,389 0 0 0 45,998,389

0 0 42,000 0 42,000

243,505 0 0 0 243,505

1,443,505 0 42,000 0 1,485,505

1,200,000 0 0 0 1,200,000

95,685,750 4,468,619 22,089,883 -3,468,547 118,775,705

52,441,894 0 42,000 0 52,483,894

0

0

31,005,405 0 0 0 31,005,405

4,627,065 0 560 -3,468,547 1,159,078

37,973,668 0 2,052,060 -3,468,547 36,557,181

2,341,198 0 2,051,500 0 4,392,698

4,177,730 384,701 0 0 4,562,431

0

42,151,398 384,701 2,052,060 -3,468,547 41,119,612

4,177,730 384,701 0 0 4,562,431

0

0

53,534,352 4,083,918 20,037,823 0 77,656,093

0 0 0 0 0

43,099,373 0 0 0 43,099,373

5,000,000 0 0 0 5,000,000

95,685,750 4,468,619 22,089,883 -3,468,547 118,775,705

53,534,352 4,083,918 20,037,823 0 77,656,093
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2022年 度 決 算 報 告  
（2022年4月１日から2023年3月31日まで） 

 

一般社団法人日本ゴム協会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅰ　一般正味財産増減の部

１．経常増減の部

(1) 経常収益

基 本 財 産 運 用 益

基 本 財 産 運 用 益

特 定 資 産 運 用 益

受 取 入 会 金

入 会 金

受 取 会 費

賛 助 会 費

正 会 費

学 生 会 費

事 業 収 益

広 告 料 収 益

会 員 外 購 読 料 収 益

バ ッ ク ナ ン バ ー 収 益

本 部 行 事 収 益

年 次 大 会 収 益

夏 期 講 座 収 益

討 論 会 収 益

研 究 部 会 収 益

委 員 参 加 収 益

行 事 収 益

出 版 物 収 益

ゴ ム 技 術 基 礎 収 益

ゴ ム 用 語 辞 典 収 益

ゴ ム 技 術 入 門 収 益

免 震 ハ ン ド ブ ッ ク

東 海 支 部

印 税 収 益

業 務 受 託 収 益

交 付 金 収 益

講 演 会 収 益

講 習 会 収 益

見 学 会 収 益

セ ミ ナ ー 収 益

交 流 会 収 益

会 議 費 収 益

別 刷 り 代 収 益

６０周年記念式典収益

受 取 寄 付 金

雑 収 益

雑 収 益

経常収益計

(2) 経常費用

事 業 費

会 議 費

表 彰 費

普 及 費

旅 費 交 通 費

通 信 費

印 刷 費

支 部 費

本 部 行 事 費

年 次 大 会 費

夏 期 講 座 費

討 論 会 費

雑 誌 費

編 集 費

印 刷 費

発 送 費

原 稿 料

研 究 部 会 費

会 議 費

行 事 費

出 版 費

事 務 所 費

事 務 費

73,000 0 0 0

12,484,000 0 0 0

正正味味財財産産増増減減計計算算書書総総括括表表
2022年 4月 1日から2023年 3月31日まで

（単位：円）

科        目 一般会計 収益事業会計 支部会計 内部取引消去 合   計

100 0 0 0 100

100 0 0 0 100

73,000

802 0 0 0 802

37,816,350 0 0 0 37,816,350

73,000 0 0 0 73,000

12,484,000

25,001,600 0 0 0 25,001,600

27,597,327 2,343,100 16,551,815 -5,570,575 40,921,667

330,750 0 0 0 330,750

701,680 0 0 0 701,680

10,498,400 0 0 0 10,498,400

6,139,852 0 0 0 6,139,852

2,880 0 0 0 2,880

1,676,450 0 0 0 1,676,450

2,209,302 0 0 0 2,209,302

5,782,750 0 0 0 5,782,750

2,254,100 0 0 0 2,254,100

3,015,850 0 0 0 3,015,850

2,766,900 0 0 0 2,766,900

0 1,400,970 0 0 1,400,970

0 2,247,769 226,000 0 2,473,769

0 36,346 0 0 36,346

0 805,283 0 0 805,283

0 0 226,000 0 226,000

0 5,170 0 0 5,170

3,767,655 0 0 -3,767,655 0

0 95,331 0 0 95,331

0 0 2,967,000 -200,000 2,767,000

0 0 1,602,920 -1,602,920 0

0 0 581,000 0 581,000

0 0 7,692,600 0 7,692,600

0 0 0 0 0

0 0 3,364,295 0 3,364,295

704,110 0 0 0 704,110

0 0 118,000 0 118,000

208,662 257,861 10,805 0 477,328

1,320,000 0 0 0 1,320,000

67,016,241 2,600,961 16,676,620 -5,570,575 80,723,247

208,662 257,861 10,805 0 477,328

39,321,189 2,113,538 22,608,768 -5,570,575 58,472,920

0

1,439,600 0 0 0 1,439,600

413,021 0 1,664,467 0 2,077,488

92,136 0 602,242 0 694,378

4,396,004 0 0 -100,000 4,296,004

195,800 0 39,600 0 235,400

440,035 0 566,371 0 1,006,406

3,771,169 0 0 0 3,771,169

1,702,920 0 0 -1,702,920 0

1,173,577 0 0 0 1,173,577

950,027 0 0 0 950,027

14,565,604 0 0 0 14,565,604

1,647,565 0 0 0 1,647,565

8,323,279 0 0 0 8,323,279

3,288,910 0 0 0 3,288,910

488,270 0 0 0 488,270

2,465,145 0 0 0 2,465,145

755,227 0 0 0 755,227

1,773,668 0 0 0 1,773,668

0 309,238 0 0 309,238

1,018,441 0 0 0 1,018,441

0 52,836 0 0 52,836

0 256,402 0 0 256,402

0 0 114,000 0 114,000
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（6）

正正味味財財産産増増減減計計算算書書総総括括表表
2022年 4月 1日から2023年 3月31日まで

（単位：円）

科        目 一般会計 収益事業会計 支部会計 内部取引消去 合   計

書 籍 購 入 費

国 際 交 流 費

国 際 会 議 費

人 件 費

給 料 手 当

厚 生 費

通 勤 費

中 退 共 済 掛 金

退 職 給 付 費 用

講 演 会 費

講 習 会 費

見 学 会 費

セ ミ ナ ー 費

交 流 会 費

消 耗 品 費

事 務 所 費

書 籍 代

公 租 公 課

６０周年記念式典費用

雑 費

管 理 費

会 議 費

旅 費 交 通 費

通 信 費

消 耗 品 費

事 務 所 費

事 務 費

雑 費

人 件 費

給 料 手 当

厚 生 費

通 勤 費

中 退 共 済 掛 金

退 職 給 付 費 用

公 租 公 課

減　価　償　却　費

経常費用計

評価損益等調整前当期経常増減額

評価損益等計

当期経常増減額

２．経常外増減の部

(1) 経常外収益

経常外収益計

(2) 経常外費用

経常外費用計

当期経常外増減額

他会計振替前当期一般正味財産増減額

他 会 計 振 替 額

当期一般正味財産増減額

一般正味財産期首残高

一般正味財産期末残高

Ⅱ　指定正味財産増減の部

当期指定正味財産増減額

指定正味財産期首残高

指定正味財産期末残高

Ⅲ　正味財産期末残高

100,903

98,561

11,498 0 0

0 0 0

10,238,632 1,166,658 7,403,358 -2,882,655 15,925,993

0 366,328 0 0 366,328

92,600 0 0 0 92,600

200,000 0 0 0 200,000

1,368,194 155,897 0 0 1,524,091

8,308,670 946,748 7,403,358 -2,882,655 13,776,121

172,188 19,620 0 0 191,808

288,677 32,895 0 0 321,572

0 0 3,767,060 0 3,767,060

0 0 2,826,295 0 2,826,295

0 0 904,934 0 904,934

0 0 121,044 0 121,044

0 0 407,302 0 407,302

0 0 118,531 0 118,531

0 0 209,040 0 209,040

0 0 1,570,701 -885,000 685,701

0 11,440 205,834 0 217,274

0 259,874 70,005 0 329,879

398,340 0 0 0 398,340

23,108,246 0 0 0 23,108,246

1,301,744 0 0 0 1,301,744

292,516 0 0 0 292,516

4,448,110 0 0 0 4,448,110

630,494 0 0 0 630,494

2,635,060 0 0 0 2,635,060

896,488 0 0 0 896,488

8,878,628 0 0 0 8,878,628

10,741,723 0 0 0 10,741,723

281,978 0 0 0 281,978

1,314,364 0 0 0 1,314,364

1,567,968 0 0 0 1,567,968

168,192 0 0 0 168,192

62,429,435 2,113,538 22,608,768 -5,570,575 81,581,166

195,803 0 0 0 195,803

0 0 0 0 0

4,586,806 487,423 -5,932,148 0 -857,919

0

4,586,806 487,423 -5,932,148 0 -857,919

0 0 0 0 0

0

0

0 0 0 0 0

0

48,947,546 3,596,495 25,969,971 0 78,514,012

4,586,806 487,423 -5,932,148 0 -857,919

0

53,534,352 4,083,918 20,037,823 0 77,656,093

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

53,534,352 4,083,918 20,037,823 0 77,656,093

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

0 0 2,131,984 0 2,131,984

4,586,806 487,423 -5,932,148 0 -857,919

0 0 0 0
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（7）

正正味味財財産産増増減減計計算算書書総総括括表表
2022年 4月 1日から2023年 3月31日まで

（単位：円）

科        目 一般会計 収益事業会計 支部会計 内部取引消去 合   計

書 籍 購 入 費

国 際 交 流 費

国 際 会 議 費

人 件 費

給 料 手 当

厚 生 費

通 勤 費

中 退 共 済 掛 金

退 職 給 付 費 用

講 演 会 費

講 習 会 費

見 学 会 費

セ ミ ナ ー 費

交 流 会 費

消 耗 品 費

事 務 所 費

書 籍 代

公 租 公 課

６０周年記念式典費用

雑 費

管 理 費

会 議 費

旅 費 交 通 費

通 信 費

消 耗 品 費

事 務 所 費

事 務 費

雑 費

人 件 費

給 料 手 当

厚 生 費

通 勤 費

中 退 共 済 掛 金

退 職 給 付 費 用

公 租 公 課

減　価　償　却　費

経常費用計

評価損益等調整前当期経常増減額

評価損益等計

当期経常増減額

２．経常外増減の部

(1) 経常外収益

経常外収益計

(2) 経常外費用

経常外費用計

当期経常外増減額

他会計振替前当期一般正味財産増減額

他 会 計 振 替 額

当期一般正味財産増減額

一般正味財産期首残高

一般正味財産期末残高

Ⅱ　指定正味財産増減の部

当期指定正味財産増減額

指定正味財産期首残高

指定正味財産期末残高

Ⅲ　正味財産期末残高

100,903

98,561

11,498 0 0

0 0 0

10,238,632 1,166,658 7,403,358 -2,882,655 15,925,993

0 366,328 0 0 366,328

92,600 0 0 0 92,600

200,000 0 0 0 200,000

1,368,194 155,897 0 0 1,524,091

8,308,670 946,748 7,403,358 -2,882,655 13,776,121

172,188 19,620 0 0 191,808

288,677 32,895 0 0 321,572

0 0 3,767,060 0 3,767,060

0 0 2,826,295 0 2,826,295

0 0 904,934 0 904,934

0 0 121,044 0 121,044

0 0 407,302 0 407,302

0 0 118,531 0 118,531

0 0 209,040 0 209,040

0 0 1,570,701 -885,000 685,701

0 11,440 205,834 0 217,274

0 259,874 70,005 0 329,879

398,340 0 0 0 398,340

23,108,246 0 0 0 23,108,246

1,301,744 0 0 0 1,301,744

292,516 0 0 0 292,516

4,448,110 0 0 0 4,448,110

630,494 0 0 0 630,494

2,635,060 0 0 0 2,635,060

896,488 0 0 0 896,488

8,878,628 0 0 0 8,878,628

10,741,723 0 0 0 10,741,723

281,978 0 0 0 281,978

1,314,364 0 0 0 1,314,364

1,567,968 0 0 0 1,567,968

168,192 0 0 0 168,192

62,429,435 2,113,538 22,608,768 -5,570,575 81,581,166

195,803 0 0 0 195,803

0 0 0 0 0

4,586,806 487,423 -5,932,148 0 -857,919

0

4,586,806 487,423 -5,932,148 0 -857,919

0 0 0 0 0

0

0

0 0 0 0 0

0

48,947,546 3,596,495 25,969,971 0 78,514,012

4,586,806 487,423 -5,932,148 0 -857,919

0

53,534,352 4,083,918 20,037,823 0 77,656,093

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

53,534,352 4,083,918 20,037,823 0 77,656,093

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

0 0 2,131,984 0 2,131,984

4,586,806 487,423 -5,932,148 0 -857,919

0 0 0 0

Ⅰ　事業活動収支の部

１．事業活動収入

基 本 財 産 運 用 収 入

基 本 財 産 運 用 収 入

特 定 資 産 運 用 収 入

入 会 金 収 入

入 会 金 収 入

会 費 収 入

賛 助 会 費 収 入

正 会 費 収 入

学 生 会 費 収 入

事 業 収 入

広 告 料 収 入

会 員 外 購 読 料 収 入

バ ッ ク ナ ン バ ー 収 入

本 部 行 事 収 入

年 次 大 会 収 入

夏 期 講 座 収 入

討 論 会 収 入

研 究 部 会 収 入

委 員 参 加 収 入

行 事 収 入

出 版 物 収 入

ゴ ム 技 術 基 礎 収 入

ゴ ム 用 語 辞 典 収 入

ゴ ム 技 術 入 門 収 入

免 震 ハ ン ド ブ ッ ク

東 海 支 部

印 税 収 入

業 務 受 託 収 入

交 付 金 収 入

講 演 会 収 入

講 習 会 収 入

見 学 会 収 入

セ ミ ナ ー 収 入

交 流 会 収 入

会 議 費 収 入

別 刷 り 代 収 入

６０周年記念式典収入

寄 付 金 収 入

雑 収 入

雑 収 入

他 会 計 か ら の 繰 入 額

事業活動収入計

２．事業活動支出

事 業 費 支 出

会 議 費 支 出

表 彰 費 支 出

普 及 費 支 出

旅 費 交 通 費 支 出

通 信 費 支 出

印 刷 費 支 出

支 部 費 支 出

本 部 行 事 費 支 出

年 次 大 会 費 支 出

夏 期 講 座 費 支 出

討 論 会 費 支 出

雑 誌 費 支 出

編 集 費 支 出

印 刷 製 本 費 支 出

発 送 費 支 出

原 稿 料 支 出

研 究 部 会 費 支 出

会 議 費 支 出

行 事 費 支 出

国 際 交 流 費 支 出

国 際 会 議 費 支 出

出 版 費 支 出

収収支支計計算算書書総総括括表表
2022年 4月 1日から2023年 3月31日まで

（単位：円）

科        目 一般会計 収益事業会計 支部会計 内部取引消去 合   計

100 0 0 0 100

114 0 0 0 114

100 0 0 0 100

73,000 0 0 0 73,000

73,000 0 0 0 73,000

25,001,600 0 0 0 25,001,600

37,816,350 0 0 0 37,816,350

330,750 0 0 0 330,750

12,484,000 0 0 0 12,484,000

10,498,400 0 0 0 10,498,400

27,597,327 2,343,100 16,551,815 -5,570,575 40,921,667

2,880 0 0 0 2,880

701,680 0 0 0 701,680

2,209,302 0 0 0 2,209,302

6,139,852 0 0 0 6,139,852

2,254,100 0 0 0 2,254,100

1,676,450 0 0 0 1,676,450

2,766,900 0 0 0 2,766,900

5,782,750 0 0 0 5,782,750

0 2,247,769 226,000 0 2,473,769

3,015,850 0 0 0 3,015,850

0 805,283 0 0 805,283

0 1,400,970 0 0 1,400,970

0 5,170 0 0 5,170

0 36,346 0 0 36,346

0 95,331 0 0 95,331

0 0 226,000 0 226,000

0 0 1,602,920 -1,602,920 0

3,767,655 0 0 -3,767,655 0

0 0 7,692,600 0 7,692,600

0 0 2,967,000 -200,000 2,767,000

0 0 3,364,295 0 3,364,295

0 0 581,000 0 581,000

0 0 118,000 0 118,000

0 0 0 0 0

1,320,000 0 0 0 1,320,000

704,110 0 0 0 704,110

0 0 114,000 0 114,000

208,662 257,861 10,805 0 477,328

208,662 257,861 10,805 0 477,328

67,015,553 2,600,961 16,676,620 -5,570,575 80,722,559

413,021 0 1,664,467 0 2,077,488

39,220,286 1,735,712 22,608,768 -5,570,575 57,994,191

4,396,004 0 0 -100,000 4,296,004

1,439,600 0 0 0 1,439,600

440,035 0 566,371 0 1,006,406

92,136 0 602,242 0 694,378

1,702,920 0 0 -1,702,920 0

195,800 0 39,600 0 235,400

950,027 0 0 0 950,027

3,771,169 0 0 0 3,771,169

1,647,565 0 0 0 1,647,565

1,173,577 0 0 0 1,173,577

3,288,910 0 0 0 3,288,910

14,565,604 0 0 0 14,565,604

2,465,145 0 0 0 2,465,145

8,323,279 0 0 0 8,323,279

1,773,668 0 0 0 1,773,668

488,270 0 0 0 488,270

1,018,441 0 0 0 1,018,441

755,227 0 0 0 755,227

92,600 0 0 0 92,600

200,000 0 0 0 200,000

0 309,238 0 0 309,238

0 0 0 0 0
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（8）

収収支支計計算算書書総総括括表表
2022年 4月 1日から2023年 3月31日まで

（単位：円）

科        目 一般会計 収益事業会計 支部会計 内部取引消去 合   計

印 刷 費 支 出

事 務 所 費 支 出

事 務 費 支 出

書 籍 購 入 費 支 出

人 件 費 支 出

給 料 手 当 支 出

福 利 厚 生 費 支 出

通 勤 費 支 出

中 退 掛 金 支 出

退 職 金 支 出

講 演 会 費 支 出

講 習 会 費 支 出

見 学 会 費 支 出

セ ミ ナ ー 費 支 出

交 流 会 費 支 出

消 耗 品 費 支 出

事 務 所 費 支 出

書 籍 代 支 出

公 租 公 課 支 出

６０周年記念式典支出

雑 支 出

他 会 計 へ の 繰 出 額

管 理 費 支 出

会 議 費 支 出

旅 費 交 通 費 支 出

通 信 費 支 出

消 耗 品 費 支 出

事 務 所 費 支 出

事 務 費 支 出

雑 支 出

人 件 費 支 出

給 料 手 当 支 出

福 利 厚 生 費 支 出

通 勤 費 支 出

中 退 掛 金 支 出

退 職 金 支 出

公 租 公 課 支 出

事業活動支出計

事業活動収支差額

Ⅱ　投資活動収支の部

１．投資活動収入

特 定 資 産 取 崩 収 入

退 職 積 立 基 金

国 際 会 議 基 金

国 際 交 流 基 金

日 本 ゴ ム 協 会 賞 基 金

日 本 ゴ ム 功 績 賞 基 金

ゴ ム 科 学 技 術 奨 励 金 基 金

投資活動収入計

２．投資活動支出

固 定 資 産 取 得 支 出

投資活動支出計

投資活動収支差額

Ⅲ　財務活動収支の部

１．財務活動収入

財務活動収入計

２．財務活動支出

財務活動支出計

財務活動収支差額

当期収支差額

前期繰越収支差額

次期繰越収支差額

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

0 0 3,767,060 0 3,767,060

0 0 2,826,295 0 2,826,295

0 0 904,934 0

0 0 0 0 0

0 52,836 0 0 52,836

0 256,402 0 0 256,402

10,137,729 1,155,160 7,403,358 -2,882,655 15,813,592

0 0 0 0 0

1,368,194 155,897 0 0 1,524,091

8,308,670 946,748 7,403,358 -2,882,655 13,776,121

172,188 19,620 0 0 191,808

288,677 32,895 0 0 321,572

904,934

0 0 121,044 0 121,044

0 0 407,302 0 407,302

0 0 118,531 0 118,531

0 0 209,040 0 209,040

0 0 1,570,701 -885,000 685,701

0 11,440 205,834 0 217,274

0 259,874 70,005 0 329,879

398,340 0 0 0 398,340

22,813,882 0 0 0 22,813,882

1,301,744 0 0 0 1,301,744

292,516 0 0 0 292,516

4,448,110 0 0 0 4,448,110

630,494 0 0 0 630,494

2,635,060 0 0 0 2,635,060

896,488 0 0 0 896,488

8,878,628 0 0 0 8,878,628

10,643,162 0 0 0 10,643,162

281,978 0 0 0 281,978

1,314,364 0 0 0 1,314,364

1,567,968 0 0 0 1,567,968

168,192 0 0 0 168,192

4,981,385 865,249 -5,932,148 0 -85,514

62,034,168 1,735,712 22,608,768 -5,570,575 80,808,073

583,080 0 0 0 583,080

0 0 0 0 0

89,600

200,440 0 0 0 200,440

93,040 0 0 0 93,040

583,080 0 0 0 583,080

200,000 0 0 0 200,000

0 0 0 0 0

0

583,080 0 0 0 583,080

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

5,564,465 865,249 -5,932,148 0 497,566

0 0 0 0 0

5,270,188 3,554,437 19,995,823 0 28,820,448

-294,277 2,689,188 25,927,971 0 28,322,882

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

0 0 2,131,984 0 2,131,984

89,600 0 0 0
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財財産産目目録録
2023年 3月31日現在

一般社団法人　日本ゴム協会 （単位：円）

科        目 金        額

            現金手許有高 786,804

Ⅰ　資産の部

  １．流動資産

　　　　　　定期預金　三井住友銀行　日比谷支店 3,030,835

　　　　　　定期預金　三井住友銀行　日比谷支店(関東) 1,009,728

          現金預金 62,034,333

            普通預金　三井住友銀行　日比谷支店 16,918,713

            普通預金　三菱UFJ銀行　本店 6,965,030

            普通預金　三井住友銀行　日比谷支店(収益) 5,849

　　　　　　定期預金　名古屋銀行　川原通支店(東海) 2,005,855

            普通預金　みずほ銀行　虎ノ門支店 4,564,413

            普通預金　名古屋銀行　川原通支店(東海) 760,502

            普通預金　三井住友銀行　鶴橋支店(関西) 5,991,234

            振替口座　ゆうちょ銀行 4,937,095

            普通預金　三井住友銀行　日比谷支店(関東) 4,706,059

            普通預金　三菱UFJ銀行　今池支店(東海) 2,858,311

            定額貯金　ゆうちょ銀行 3,000,000

          未収入金　　 1,888,351

            通常貯金　ゆうちょ銀行 1,321,673

            通常貯金　ゆうちょ銀行（九州） 3,172,232

　　　　　前払費用 130,010

　　　　　仮払金 404,100

          在庫商品 920,835

　　　　　貯蔵品 914,182

　　　　　立替金 0

          基本財産引当預金　

        流動資産合計 66,291,811

  ２．固定資産

　　　　　　定期預金　三菱UFJ銀行　本店 5,000,000

        基本財産合計 5,000,000

    (1) 基本財産

          退職積立預金 2,899,016

　　　　　　定期預金　三井住友銀行　日比谷支店 2,899,016

          国際会議基金 20,311,659

    (2) 特定資産

          国際交流基金 13,439,574

          　普通預金　三井住友銀行　日比谷支店 10,378,726

          　普通預金　三井住友銀行　日比谷支店 305,893

          　定期預金　三井住友銀行　日比谷支店 20,005,766

          　定期預金　三井住友銀行　日比谷支店 4,412,383

　　　　　ゴム技術功績賞基金 2,228,936

　　　　　　普通預金　三井住友銀行　日比谷支店 225,556

          　定期預金　三井住友銀行　日比谷支店 3,060,848

　　　　　日本ゴム協会賞基金 4,522,827

　　　　　　普通預金　三井住友銀行　日比谷支店 110,444

          　定期預金　三井住友銀行　日比谷支店 2,372,507

          　定期預金　三井住友銀行　日比谷支店 2,003,380

　　　　　ゴム科学技術奨励金基金 2,378,960

　　　　　　普通預金　三井住友銀行　日比谷支店 6,453
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財財産産目目録録
2023年 3月31日現在

一般社団法人　日本ゴム協会 （単位：円）

科        目 金        額

　　　　　オーエンスレーガー賞基金 217,417

　　　　　　普通預金　三井住友銀行　日比谷支店 5,309

    (3) その他固定資産

　　　　　　定期預金　三井住友銀行　日比谷支店 212,108

　　　　　什器備品 243,505

　　　　　電話加入権 42,000

          事務所保証金 1,200,000

        特定資産合計 45,998,389

        固定資産合計 52,483,894

        その他固定資産合計 1,485,505

          未払金　　 1,159,078

        資産合計 118,775,705

Ⅱ　負債の部

　　　　　会費前受金 31,005,405

　　　　　仮受金 4,392,698

  １．流動負債

　　　　　退職給付引当金 4,562,431

        固定負債合計 4,562,431

　　　　流動負債合計 36,557,181

　２．固定負債

        負債合計 41,119,612

        正味財産 77,656,093
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Ⅰ　資産の部

１．流動資産

現金預金

現 金

定 期 預 金

普 通 預 金

振 替 貯 金

郵 便 貯 金

定 額 貯 金

未 収 入 金

仮 払 金

流動資産合計

２．固定資産

(1) 基本財産

基 本 財 産 引 当 預 金

基本財産合計

(2) 特定資産

退 職 積 立 預 金

国 際 会 議 基 金

国 際 交 流 基 金

日 本 ゴ ム 協 会 賞 基 金

ゴ ム 技 術 功 績 賞 基 金

ゴ ム 科 学 技 術 奨 励 金 基 金

オ ー エ ン ス レ ー ガ ー 賞 基 金

特定資産合計

(3) その他固定資産

什 器 備 品

事 務 所 保 証 金

その他固定資産合計

固定資産合計

資産合計

Ⅱ　負債の部

１．流動負債

未 払 金

会 費 前 受 金

仮 受 金

流動負債合計

２．固定負債

退 職 給 付 引 当 金

固定負債合計

負債合計

Ⅲ　正味財産の部

１．指定正味財産

指定正味財産合計

２．一般正味財産

（ う ち 基 本 財 産 へ の 充 当 額 ）

（ う ち 特 定 資 産 へ の 充 当 額 ）

正味財産合計

負債及び正味財産合計

貸貸借借対対照照表表
2023年 3月31日現在

一般会計 （単位:円）

科        目 当年度 前年度 増  減

41,031,446 13,176,826 27,854,620

293,687 410,042 -116,355

4,937,095 968,549 3,968,546

1,321,673 1,286,661 35,012

3,030,835 3,030,784 51

28,448,156 4,480,790 23,967,366

404,100 391,720 12,380

43,243,856 15,632,697 27,611,159

3,000,000 3,000,000 0

1,808,310 2,064,151 -255,841

2,899,016 2,898,967 49

5,000,000 5,000,000 0

5,000,000 5,000,000 0

4,522,827 4,612,272 -89,445

2,228,936 2,228,936 0

20,311,659 20,404,357 -92,698

13,439,574 13,639,872 -200,298

45,998,389 46,580,781 -582,392

2,378,960 2,578,960 -200,000

217,417 217,417 0

1,443,505 1,639,308 -195,803

1,443,505 1,639,308 -195,803

243,505 439,308 -195,803

1,200,000 1,200,000 0

4,627,065 4,083,763 543,302

95,685,750 68,852,786 26,832,964

31,005,405 9,412,350 21,593,055

2,341,198 2,430,861 -89,663

4,177,730 3,978,266 199,464

4,177,730 3,978,266 199,464

37,973,668 15,926,974 22,046,694

42,151,398 19,905,240 22,246,158

53,534,352 48,947,546 4,586,806

5,000,000 5,000,000 0

0 0 0

95,685,750 68,852,786 26,832,964

43,099,373 43,681,814 -582,441

53,534,352 48,947,546 4,586,806
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Ⅰ　一般正味財産増減の部

１．経常増減の部

(1) 経常収益

基 本 財 産 運 用 益

基 本 財 産 運 用 益

特 定 資 産 運 用 益

受 取 入 会 金

入 会 金

受 取 会 費

賛 助 会 費

正 会 費

学 生 会 費

事 業 収 益

広 告 料 収 益

会 員 外 購 読 料 収 益

バ ッ ク ナ ン バ ー 収 益

本 部 行 事 収 益

年 次 大 会 収 益

夏 期 講 座 収 益

討 論 会 収 益

研 究 部 会 収 益

委 員 参 加 収 益

行 事 収 益

業 務 受 託 収 益

別 刷 り 代 収 益

受 取 寄 付 金

雑 収 益

雑 収 益

経常収益計

(2) 経常費用

事 業 費

会 議 費

表 彰 費

普 及 費

旅 費 交 通 費

通 信 費

印 刷 費

支 部 費

本 部 行 事 費

年 次 大 会 費

夏 期 講 座 費

討 論 会 費

雑 誌 費

編 集 費

印 刷 費

発 送 費

原 稿 料

研 究 部 会 費

会 議 費

正正味味財財産産増増減減計計算算書書
2022年 4月 1日から2023年 3月31日まで

一般社団法人　日本ゴム協会

一般会計 （単位:円）

科        目 当年度 前年度 増  減

100 85 15

100 85 15

802 808 -6

37,816,350 38,135,430 -319,080

25,001,600 25,019,430 -17,830

73,000 88,000 -15,000

73,000 88,000 -15,000

27,597,327 27,378,070 219,257

10,498,400 10,569,900 -71,500

12,484,000 12,823,500 -339,500

330,750 292,500 38,250

6,139,852 6,046,600 93,252

2,209,302 1,962,400 246,902

701,680 712,590 -10,910

2,880 3,950 -1,070

5,782,750 7,754,800 -1,972,050

2,766,900 2,875,400 -108,500

1,676,450 2,230,800 -554,350

2,254,100 1,853,400 400,700

704,110 490,230 213,880

1,320,000 1,680,000 -360,000

3,015,850 4,879,400 -1,863,550

3,767,655 1,800,000 1,967,655

208,662 542,570 -333,908

208,662 542,570 -333,908

39,321,189 43,313,081 -3,991,892

413,021 213,339 199,682

67,016,241 67,824,963 -808,722

92,136 29,580 62,556

440,035 769,264 -329,229

1,439,600 1,994,550 -554,950

4,396,004 5,656,938 -1,260,934

3,771,169 4,084,936 -313,767

950,027 1,213,985 -263,958

195,800 53,900 141,900

1,702,920 2,498,350 -795,430

14,565,604 14,815,115 -249,511

3,288,910 3,044,400 244,510

1,173,577 465,276 708,301

1,647,565 2,405,675 -758,110

488,270 610,100 -121,830

1,773,668 1,192,871 580,797

8,323,279 8,525,802 -202,523

2,465,145 2,634,813 -169,668

755,227 551,314 203,913

正正味味財財産産増増減減計計算算書書
2022年 4月 1日から2023年 3月31日まで

一般社団法人　日本ゴム協会

一般会計 （単位:円）

科        目 当年度 前年度 増  減

行 事 費

国 際 交 流 費

国 際 会 議 費

人 件 費

給 料 手 当

厚 生 費

通 勤 費

中 退 共 済 掛 金

退 職 給 付 費 用

管 理 費

会 議 費

旅 費 交 通 費

通 信 費

消 耗 品 費

事 務 所 費

事 務 費

雑 費

人 件 費

給 料 手 当

厚 生 費

通 勤 費

中 退 共 済 掛 金

退 職 給 付 費 用

公 租 公 課

減 価 償 却 費

経常費用計

評価損益等調整前当期経常増減額

評価損益等計

当期経常増減額

２．経常外増減の部

(1) 経常外収益

経常外収益計

(2) 経常外費用

経常外費用計

当期経常外増減額

他 会 計 振 替 額

当期一般正味財産増減額

一般正味財産期首残高

一般正味財産期末残高

Ⅱ　指定正味財産増減の部

当期指定正味財産増減額

指定正味財産期首残高

指定正味財産期末残高

Ⅲ　正味財産期末残高

200,000 200,000 0

92,600 86,380 6,220

1,018,441 641,557 376,884

1,368,194 1,634,124 -265,930

288,677 185,535 103,142

10,238,632 11,717,858 -1,479,226

8,308,670 9,591,157 -1,282,487

23,108,246 22,628,491 479,755

398,340 136,754 261,586

172,188 172,188 0

100,903 134,854 -33,951

630,494 471,620 158,874

4,448,110 4,185,036 263,074

292,516 46,048 246,468

1,301,744 1,072,878 228,866

10,741,723 11,360,461 -618,738

8,878,628 9,368,578 -489,950

896,488 1,079,249 -182,761

2,635,060 3,273,496 -638,436

168,192 168,192 0

98,561 131,725 -33,164

1,314,364 1,510,736 -196,372

281,978 181,230 100,748

62,429,435 65,941,572 -3,512,137

4,586,806 1,883,391 2,703,415

1,567,968 775,695 792,273

195,803 227,254 -31,451

0 0 0

4,586,806 1,883,391 2,703,415

0 0 0

0 0 0

48,947,546 43,164,155 5,783,391

53,534,352 48,947,546 4,586,806

0 0 0

4,586,806 5,783,391 -1,196,585

0 3,900,000 -3,900,000

0 0 0

0 0 0

0 0 0

53,534,352 48,947,546 4,586,806
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正正味味財財産産増増減減計計算算書書
2022年 4月 1日から2023年 3月31日まで

一般社団法人　日本ゴム協会

一般会計 （単位:円）

科        目 当年度 前年度 増  減

行 事 費

国 際 交 流 費

国 際 会 議 費

人 件 費

給 料 手 当

厚 生 費

通 勤 費

中 退 共 済 掛 金

退 職 給 付 費 用

管 理 費

会 議 費

旅 費 交 通 費

通 信 費

消 耗 品 費

事 務 所 費

事 務 費

雑 費

人 件 費

給 料 手 当

厚 生 費

通 勤 費

中 退 共 済 掛 金

退 職 給 付 費 用

公 租 公 課

減 価 償 却 費

経常費用計

評価損益等調整前当期経常増減額

評価損益等計

当期経常増減額

２．経常外増減の部

(1) 経常外収益

経常外収益計

(2) 経常外費用

経常外費用計

当期経常外増減額

他 会 計 振 替 額

当期一般正味財産増減額

一般正味財産期首残高

一般正味財産期末残高

Ⅱ　指定正味財産増減の部

当期指定正味財産増減額

指定正味財産期首残高

指定正味財産期末残高

Ⅲ　正味財産期末残高

200,000 200,000 0

92,600 86,380 6,220

1,018,441 641,557 376,884

1,368,194 1,634,124 -265,930

288,677 185,535 103,142

10,238,632 11,717,858 -1,479,226

8,308,670 9,591,157 -1,282,487

23,108,246 22,628,491 479,755

398,340 136,754 261,586

172,188 172,188 0

100,903 134,854 -33,951

630,494 471,620 158,874

4,448,110 4,185,036 263,074

292,516 46,048 246,468

1,301,744 1,072,878 228,866

10,741,723 11,360,461 -618,738

8,878,628 9,368,578 -489,950

896,488 1,079,249 -182,761

2,635,060 3,273,496 -638,436

168,192 168,192 0

98,561 131,725 -33,164

1,314,364 1,510,736 -196,372

281,978 181,230 100,748

62,429,435 65,941,572 -3,512,137

4,586,806 1,883,391 2,703,415

1,567,968 775,695 792,273

195,803 227,254 -31,451

0 0 0

4,586,806 1,883,391 2,703,415

0 0 0

0 0 0

48,947,546 43,164,155 5,783,391

53,534,352 48,947,546 4,586,806

0 0 0

4,586,806 5,783,391 -1,196,585

0 3,900,000 -3,900,000

0 0 0

0 0 0

0 0 0

53,534,352 48,947,546 4,586,806
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Ⅰ　事業活動収支の部

１．事業活動収入

基 本 財 産 運 用 収 入

基 本 財 産 運 用 収 入

特 定 資 産 運 用 収 入

入 会 金 収 入

入 会 金 収 入

会 費 収 入

賛 助 会 費 収 入

正 会 費 収 入

学 生 会 費 収 入

事 業 収 入

広 告 料 収 入

会 員 外 購 読 料 収 入

バ ッ ク ナ ン バ ー 収 入

本 部 行 事 収 入

年 次 大 会 収 入

夏 期 講 座 収 入

討 論 会 収 入

研 究 部 会 収 入

委 員 参 加 収 入

行 事 収 入

業 務 受 託 収 入

別 刷 り 代 収 入

寄 付 金 収 入

雑 収 入

雑 収 入

他 会 計 か ら の 繰 入 額

事業活動収入計

２．事業活動支出

事 業 費 支 出

会 議 費 支 出

表 彰 費 支 出

普 及 費 支 出

旅 費 交 通 費 支 出

通 信 費 支 出

印 刷 費 支 出

支 部 費 支 出

本 部 行 事 費 支 出

年 次 大 会 費 支 出

夏 期 講 座 費 支 出

討 論 会 費 支 出

雑 誌 費 支 出

編 集 費 支 出

印 刷 製 本 費 支 出

発 送 費 支 出

原 稿 料 支 出

研 究 部 会 費 支 出

会 議 費 支 出

収収支支計計算算書書
2022年 4月 1日から2023年 3月31日まで

一般社団法人　日本ゴム協会

一般会計 （単位:円）

科        目 予算額 決算額 差  異

1,000 100 900

1,000 100 900

60,000 73,000 -13,000

38,160,000 37,816,350 343,650

1,000 114 886

60,000 73,000 -13,000

290,000 330,750 -40,750

34,650,000 27,597,327 7,052,673

25,050,000 25,001,600 48,400

12,820,000 12,484,000 336,000

0 2,880 -2,880

7,100,000 6,139,852 960,148

10,500,000 10,498,400 1,600

650,000 701,680 -51,680

1,800,000 2,254,100 -454,100

12,700,000 5,782,750 6,917,250

1,900,000 2,209,302 -309,302

3,400,000 1,676,450 1,723,550

3,410,000 3,767,655 -357,655

290,000 704,110 -414,110

2,700,000 2,766,900 -66,900

10,000,000 3,015,850 6,984,150

150,000 208,662 -58,662

0 0 0

1,930,000 1,320,000 610,000

150,000 208,662 -58,662

53,850,000 39,220,286 14,629,714

300,000 413,021 -113,021

74,952,000 67,015,553 7,936,447

700,000 92,136 607,864

640,000 440,035 199,965

2,200,000 1,439,600 760,400

4,200,000 4,396,004 -196,004

6,600,000 3,771,169 2,828,831

1,950,000 950,027 999,973

500,000 195,800 304,200

1,250,000 1,702,920 -452,920

16,300,000 14,565,604 1,734,396

4,200,000 3,288,910 911,090

2,900,000 1,173,577 1,726,423

1,750,000 1,647,565 102,435

700,000 488,270 211,730

8,000,000 1,773,668 6,226,332

9,000,000 8,323,279 676,721

2,400,000 2,465,145 -65,145

3,000,000 755,227 2,244,773
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収収支支計計算算書書
2022年 4月 1日から2023年 3月31日まで

一般社団法人　日本ゴム協会

一般会計 （単位:円）

科        目 予算額 決算額 差  異

行 事 費 支 出

国 際 交 流 費 支 出

国 際 会 議 費 支 出

人 件 費 支 出

給 料 手 当 支 出

福 利 厚 生 費 支 出

通 勤 費 支 出

中 退 掛 金 支 出

退 職 金 支 出

管 理 費 支 出

会 議 費 支 出

旅 費 交 通 費 支 出

通 信 費 支 出

消 耗 品 費 支 出

事 務 所 費 支 出

事 務 費 支 出

雑 支 出

人 件 費 支 出

給 料 手 当 支 出

福 利 厚 生 費 支 出

通 勤 費 支 出

中 退 掛 金 支 出

退 職 金 支 出

公 租 公 課 支 出

事業活動支出計

事業活動収支差額

Ⅱ　投資活動収支の部

１．投資活動収入

特 定 資 産 取 崩 収 入

退 職 積 立 基 金

国 際 会 議 基 金

国 際 交 流 基 金

日 本 ゴ ム 協 会 賞 基 金

日 本 ゴ ム 功 績 賞 基 金

ゴ ム 科 学 技 術 奨 励 金 基 金

投資活動収入計

２．投資活動支出

固 定 資 産 取 得 支 出

投資活動支出計

投資活動収支差額

Ⅲ　財務活動収支の部

１．財務活動収入

財務活動収入計

２．財務活動支出

財務活動支出計

財務活動収支差額

当期収支差額

前期繰越収支差額

次期繰越収支差額

1,700,000 200,000 1,500,000

80,000 92,600 -12,600

5,000,000 1,018,441 3,981,559

1,600,000 1,368,194 231,806

300,000 288,677 11,323

11,380,000 10,137,729 1,242,271

9,300,000 8,308,670 991,330

23,182,000 22,813,882 368,118

500,000 398,340 101,660

180,000 172,188 7,812

0 0 0

850,000 630,494 219,506

4,500,000 4,448,110 51,890

800,000 292,516 507,484

1,100,000 1,301,744 -201,744

10,980,000 10,643,162 336,838

9,050,000 8,878,628 171,372

1,400,000 896,488 503,512

2,400,000 2,635,060 -235,060

170,000 168,192 1,808

0 0 0

1,510,000 1,314,364 195,636

250,000 281,978 -31,978

-2,080,000 4,981,385 -7,061,385

652,000 1,567,968 -915,968

77,032,000 62,034,168 14,997,832

0 0 0

80,000 93,040 -13,040

2,080,000 583,080 1,496,920

0 0 0

200,000 200,000 0

1,700,000 200,440 1,499,560

100,000 89,600 10,400

0 0 0

0 0 0

2,080,000 583,080 1,496,920

0 0 0

2,080,000 583,080 1,496,920

0 0 0

0 5,564,465 -5,564,465

0 0 0

-294,277 -294,277 0

-294,277 5,270,188 -5,564,465
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1.重要な会計方針

  (1)  退職給付引当金の計上基準について

　　　従業員の退職給付に備えるため、退職金規程に基づく期末要支給額により計上している。

  (2)  消費税等の会計処理

      消費税等は税込経理により処理している。

2.基本財産及び特定資産の増減額及びその残高

基本財産及び特定資産の増減額及びその残高は、次のとおりである。

基本財産

基本財産引当預金

小 計

特定資産

退 職 積 立 預 金

国 際 会 議 基 金

国 際 交 流 基 金

日 本 ゴ ム 協 会 賞 基 金

ゴ ム 技 術 功 績 賞 基 金

ゴ ム 科 学 技 術 奨 励 金 基 金

オ ー エ ン ス レ ー ガ ー 賞 基 金

小 計

合 計

3.基本財産及び特定資産の財源等の内訳

基本財産及び特定資産の財源等の内訳は、次のとおりである。

基本財産

基 本 財 産 引 当 預 金

小 計

特定資産

退 職 積 立 預 金

国 際 会 議 基 金

国 際 交 流 基 金

日 本 ゴ ム 協 会 賞 基 金

ゴ ム 技 術 功 績 賞 基 金

ゴ ム 科 学 技 術 奨 励 金 基 金

オ ー エ ン ス レ ー ガ ー 賞 基 金

小 計

合 計

財務諸表に対する注記
（一般会計）

5,000,000 0 0 5,000,000

5,000,000 0 0 5,000,000

科      目 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高

20,404,357 342 93,040 20,311,659

13,639,872 142 200,440 13,439,574

2,898,967 49 0 2,899,016

2,578,960 0 200,000 2,378,960

217,417 0 0 217,417

4,612,272 155 89,600 4,522,827

2,228,936 0 0 2,228,936

科      目 当期末残高
(うち指定正味財産 (うち一般正味財産 (うち負債に

からの充当額) からの充当額) 対応する額)

47,266,518 688 583,080 45,998,389

52,266,518 688 583,080 50,998,389

5,000,000 0 5,000,000 0

5,000,000 0 5,000,000 0

13,439,574 0 13,439,574 0

4,522,827 0 4,522,827 0

2,899,016 0 0 2,899,016

20,311,659 0 20,311,659 0

217,417 0 217,417 0

45,998,389 0 43,099,373 2,899,016

2,228,936 0 2,228,936 0

2,378,960 0 2,378,960 0

50,998,389 0 48,099,373 2,899,016

1.資金の範囲

資金の範囲には、現預金、未収入金などの短期金銭債権債務を含めている。

なお、前期末及び当期末残高は、下記2に記載するとおりである。

2.次期繰越収支差額に含まれる資産及び負債の内訳

現金預金

未収入金

仮払金

合計

未払金

会費前受金

仮受金

合計

2,064,151 1,808,310

収支計算書に対する注記
（一般会計）

科      目 前期末残高 当期末残高

13,176,826 41,031,446

391,720 404,100

15,632,697 43,243,856

4,083,763 4,627,065

9,412,350 31,005,405

2,430,861 2,341,198

15,926,974 37,973,668

次期繰越収支差額 -294,277 5,270,188
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1.重要な会計方針

  (1)  退職給付引当金の計上基準について

　　　従業員の退職給付に備えるため、退職金規程に基づく期末要支給額により計上している。

  (2)  消費税等の会計処理

      消費税等は税込経理により処理している。

2.基本財産及び特定資産の増減額及びその残高

基本財産及び特定資産の増減額及びその残高は、次のとおりである。

基本財産

基本財産引当預金

小 計

特定資産

退 職 積 立 預 金

国 際 会 議 基 金

国 際 交 流 基 金

日 本 ゴ ム 協 会 賞 基 金

ゴ ム 技 術 功 績 賞 基 金

ゴ ム 科 学 技 術 奨 励 金 基 金

オ ー エ ン ス レ ー ガ ー 賞 基 金

小 計

合 計

3.基本財産及び特定資産の財源等の内訳

基本財産及び特定資産の財源等の内訳は、次のとおりである。

基本財産

基 本 財 産 引 当 預 金

小 計

特定資産

退 職 積 立 預 金

国 際 会 議 基 金

国 際 交 流 基 金

日 本 ゴ ム 協 会 賞 基 金

ゴ ム 技 術 功 績 賞 基 金

ゴ ム 科 学 技 術 奨 励 金 基 金

オ ー エ ン ス レ ー ガ ー 賞 基 金

小 計

合 計

財務諸表に対する注記
（一般会計）

5,000,000 0 0 5,000,000

5,000,000 0 0 5,000,000

科      目 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高

20,404,357 342 93,040 20,311,659

13,639,872 142 200,440 13,439,574

2,898,967 49 0 2,899,016

2,578,960 0 200,000 2,378,960

217,417 0 0 217,417

4,612,272 155 89,600 4,522,827

2,228,936 0 0 2,228,936

科      目 当期末残高
(うち指定正味財産 (うち一般正味財産 (うち負債に

からの充当額) からの充当額) 対応する額)

47,266,518 688 583,080 45,998,389

52,266,518 688 583,080 50,998,389

5,000,000 0 5,000,000 0

5,000,000 0 5,000,000 0

13,439,574 0 13,439,574 0

4,522,827 0 4,522,827 0

2,899,016 0 0 2,899,016

20,311,659 0 20,311,659 0

217,417 0 217,417 0

45,998,389 0 43,099,373 2,899,016

2,228,936 0 2,228,936 0

2,378,960 0 2,378,960 0

50,998,389 0 48,099,373 2,899,016

1.資金の範囲

資金の範囲には、現預金、未収入金などの短期金銭債権債務を含めている。

なお、前期末及び当期末残高は、下記2に記載するとおりである。

2.次期繰越収支差額に含まれる資産及び負債の内訳

現金預金

未収入金

仮払金

合計

未払金

会費前受金

仮受金

合計

2,064,151 1,808,310

収支計算書に対する注記
（一般会計）

科      目 前期末残高 当期末残高

13,176,826 41,031,446

391,720 404,100

15,632,697 43,243,856

4,083,763 4,627,065

9,412,350 31,005,405

2,430,861 2,341,198

15,926,974 37,973,668

次期繰越収支差額 -294,277 5,270,188

P01-51.indd   17P01-51.indd   17 2023/05/12   8:42:402023/05/12   8:42:40



（18）

Ⅰ　資産の部

１．流動資産

現金預金

現 金

普 通 預 金

未 収 入 金

貯 蔵 品

流動資産合計

資産合計

Ⅱ　負債の部

１．流動負債

２．固定負債

退 職 給 付 引 当 金

固定負債合計

負債合計

Ⅲ　正味財産の部

１．指定正味財産

指定正味財産合計

２．一般正味財産

正味財産合計

負債及び正味財産合計

貸貸借借対対照照表表
2023年 3月31日現在

収益事業会計 （単位:円）

科        目 当年度 前年度 増  減

5,849 6,289 -440

0 0 0

5,849 6,289 -440

3,548,588 2,682,899 865,689

914,182 1,280,510 -366,328

4,468,619 3,969,698 498,921

4,468,619 3,969,698 498,921

384,701 373,203 11,498

384,701 373,203 11,498

384,701 373,203 11,498

0 0 0

4,083,918 3,596,495 487,423

4,083,918 3,596,495 487,423

4,468,619 3,969,698 498,921
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Ⅰ　資産の部

１．流動資産

現金預金

現 金

普 通 預 金

未 収 入 金

貯 蔵 品

流動資産合計

資産合計

Ⅱ　負債の部

１．流動負債

２．固定負債

退 職 給 付 引 当 金

固定負債合計

負債合計

Ⅲ　正味財産の部

１．指定正味財産

指定正味財産合計

２．一般正味財産

正味財産合計

負債及び正味財産合計

貸貸借借対対照照表表
2023年 3月31日現在

収益事業会計 （単位:円）

科        目 当年度 前年度 増  減

5,849 6,289 -440

0 0 0

5,849 6,289 -440

3,548,588 2,682,899 865,689

914,182 1,280,510 -366,328

4,468,619 3,969,698 498,921

4,468,619 3,969,698 498,921

384,701 373,203 11,498

384,701 373,203 11,498

384,701 373,203 11,498

0 0 0

4,083,918 3,596,495 487,423

4,083,918 3,596,495 487,423

4,468,619 3,969,698 498,921

Ⅰ　一般正味財産増減の部

１．経常増減の部

(1) 経常収益

事 業 収 益

広 告 料 収 益

出 版 物 収 益

ゴ ム 技 術 基 礎 収 益

ゴ ム 用 語 辞 典 収 益

ゴ ム 技 術 入 門 収 益

免 震 ハ ン ド ブ ッ ク

印 税 収 益

雑 収 益

雑 収 益

経常収益計

(2) 経常費用

事 業 費

出 版 費

事 務 所 費

事 務 費

書 籍 購 入 費

人 件 費

給 料 手 当

厚 生 費

通 勤 費

中 退 共 済 掛 金

退 職 給 付 費 用

公 租 公 課

雑 費

経常費用計

評価損益等調整前当期経常増減額

評価損益等計

当期経常増減額

２．経常外増減の部

(1) 経常外収益

経常外収益計

(2) 経常外費用

経常外費用計

当期経常外増減額

他 会 計 振 替 額

当期一般正味財産増減額

一般正味財産期首残高

一般正味財産期末残高

Ⅱ　指定正味財産増減の部

当期指定正味財産増減額

指定正味財産期首残高

指定正味財産期末残高

Ⅲ　正味財産期末残高

正正味味財財産産増増減減計計算算書書
2022年 4月 1日から2023年 3月31日まで

収益事業会計 （単位:円）

科        目 当年度 前年度 増  減

0 0 0

2,247,769 834,596 1,413,173

2,343,100 992,782 1,350,318

36,346 36,855 -509

5,170 18,653 -13,483

1,400,970 706,703 694,267

805,283 72,385 732,898

257,861 320,459 -62,598

2,600,961 1,313,241 1,287,720

95,331 158,186 -62,855

257,861 320,459 -62,598

309,238 314,979 -5,741

256,402 252,762 3,640

2,113,538 2,034,131 79,407

366,328 141,487 224,841

1,166,658 1,335,211 -168,553

52,836 62,217 -9,381

32,895 21,145 11,750

19,620 19,620 0

946,748 1,092,883 -146,135

155,897 186,196 -30,299

11,440 990 10,450

2,113,538 2,034,131 79,407

11,498 15,367 -3,869

259,874 241,464 18,410

487,423 -720,890 1,208,313

0 0 0

0 0 0

487,423 -720,890 1,208,313

0 0 0

0 0 0

487,423 -4,620,890 5,108,313

3,596,495 8,217,385 -4,620,890

4,083,918 3,596,495 487,423

0 0 0

0 0 0

0 -3,900,000 3,900,000

0 0 0

4,083,918 3,596,495 487,423
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Ⅰ　事業活動収支の部

１．事業活動収入

事 業 収 入

広 告 料 収 入

出 版 物 収 入

ゴ ム 技 術 基 礎 収 入

ゴ ム 用 語 辞 典 収 入

ゴ ム 技 術 入 門 収 入

免 震 ハ ン ド ブ ッ ク

印 税 収 入

雑 収 入

雑 収 入

事業活動収入計

２．事業活動支出

事 業 費 支 出

出 版 費 支 出

印 刷 費 支 出

会 議 費 支 出

通 信 費 支 出

事 務 所 費 支 出

消 耗 品 費 支 出

発 送 費 支 出

旅 費 交 通 費 支 出

事 務 費 支 出

書 籍 購 入 費 支 出

人 件 費 支 出

給 料 手 当 支 出

福 利 厚 生 費 支 出

通 勤 費 支 出

中 退 掛 金 支 出

退 職 金 金 支 出

公 租 公 課 支 出

雑 支 出

他 会 計 へ の 繰 出 額

事業活動支出計

事業活動収支差額

Ⅱ　投資活動収支の部

１．投資活動収入

投資活動収入計

２．投資活動支出

投資活動支出計

投資活動収支差額

Ⅲ　財務活動収支の部

１．財務活動収入

財務活動収入計

２．財務活動支出

財務活動支出計

財務活動収支差額

Ⅳ 予備費支出

当期収支差額

収収支支計計算算書書
2022年 4月 1日から2023年 3月31日まで

収益事業会計 （単位:円）

科        目 予算額 決算額 差  異

2,110,000 2,247,769 -137,769

1,500,000 1,400,970 99,030

2,260,000 2,343,100 -83,100

0 0 0

20,000 5,170 14,830

150,000 95,331 54,669

540,000 805,283 -265,283

50,000 36,346 13,654

2,580,000 2,600,961 -20,961

320,000 257,861 62,139

320,000 257,861 62,139

0 0 0

0 0 0

2,550,000 1,735,712 814,288

390,000 309,238 80,762

10,000 0 10,000

60,000 0 60,000

10,000 0 10,000

250,000 256,402 -6,402

600,000 0 600,000

1,257,000 1,155,160 101,840

0 0 0

60,000 52,836 7,164

36,000 32,895 3,105

20,000 19,620 380

1,025,000 946,748 78,252

176,000 155,897 20,103

3,000 11,440 -8,440

0 0 0

0 0 0

300,000 259,874 40,126

2,550,000 1,735,712 814,288

30,000 865,249 -835,249

0 0 0

0 0 0

0 0 0

0 0 0

30,000 0 30,000

0 865,249 -865,249

0 0 0

0 0 0
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収収支支計計算算書書
2022年 4月 1日から2023年 3月31日まで

収益事業会計 （単位:円）

科        目 予算額 決算額 差  異

前期繰越収支差額

次期繰越収支差額

2,689,188 2,689,188 0

2,689,188 3,554,437 -865,249
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      消費税等は税込経理により処理している。

 （2） 貯蔵品の評価方法

　　　貯蔵品の評価方法は個別法により行っている。

財務諸表に対する注記
（収益事業会計）

1.重要な会計方針

  (1)  消費税等の会計処理

1.資金の範囲

資金の範囲には、現預金、未収入金などの短期金銭債権債務を含めている。

なお、前期末及び当期末残高は、下記2に記載するとおりである。

2.次期繰越収支差額に含まれる資産及び負債の内訳

現金預金

未収入金

合計

合計

2,682,899 3,548,588

収支計算書に対する注記
（収益事業会計）

科      目 前期末残高 当期末残高

6,289 5,849

2,689,188 3,554,437

0 0

次期繰越収支差額 2,689,188 3,554,437

Ⅰ　資産の部

１．流動資産

現金預金

現 金

定 期 預 金

普 通 預 金

未 収 入 金

在 庫 商 品

立 替 金

前 払 費 用

仮 払 金

流動資産合計

２．固定資産

(3) その他固定資産

電 話 加 入 権

その他固定資産合計

固定資産合計

資産合計

Ⅱ　負債の部

１．流動負債

未 払 金

仮 受 金

流動負債合計

負債合計

Ⅲ　正味財産の部

１．指定正味財産

指定正味財産合計

２．一般正味財産

正味財産合計

負債及び正味財産合計

貸貸借借対対照照表表
2023年 3月31日現在

支部会計 （単位:円）

科        目 当年度 前年度 増  減

20,997,038 26,594,829 -5,597,791

493,117 156,470 336,647

0 112,200 -112,200

920,835 1,129,875 -209,040

3,015,583 3,015,530 53

17,488,338 23,422,829 -5,934,491

0 0 0

22,047,883 27,956,264 -5,908,381

0 0 0

130,010 119,360 10,650

42,000 42,000 0

42,000 42,000 0

42,000 42,000 0

22,089,883 27,998,264 -5,908,381

2,052,060 2,028,293 23,767

2,052,060 2,028,293 23,767

560 291,393 -290,833

2,051,500 1,736,900 314,600

0 0 0

20,037,823 25,969,971 -5,932,148

20,037,823 25,969,971 -5,932,148

22,089,883 27,998,264 -5,908,381
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      消費税等は税込経理により処理している。

 （2） 貯蔵品の評価方法

　　　貯蔵品の評価方法は個別法により行っている。

財務諸表に対する注記
（収益事業会計）

1.重要な会計方針

  (1)  消費税等の会計処理

1.資金の範囲

資金の範囲には、現預金、未収入金などの短期金銭債権債務を含めている。

なお、前期末及び当期末残高は、下記2に記載するとおりである。

2.次期繰越収支差額に含まれる資産及び負債の内訳

現金預金

未収入金

合計

合計

2,682,899 3,548,588

収支計算書に対する注記
（収益事業会計）

科      目 前期末残高 当期末残高

6,289 5,849

2,689,188 3,554,437

0 0

次期繰越収支差額 2,689,188 3,554,437

Ⅰ　資産の部

１．流動資産

現金預金

現 金

定 期 預 金

普 通 預 金

未 収 入 金

在 庫 商 品

立 替 金

前 払 費 用

仮 払 金

流動資産合計

２．固定資産

(3) その他固定資産

電 話 加 入 権

その他固定資産合計

固定資産合計

資産合計

Ⅱ　負債の部

１．流動負債

未 払 金

仮 受 金

流動負債合計

負債合計

Ⅲ　正味財産の部

１．指定正味財産

指定正味財産合計

２．一般正味財産

正味財産合計

負債及び正味財産合計

貸貸借借対対照照表表
2023年 3月31日現在

支部会計 （単位:円）

科        目 当年度 前年度 増  減

20,997,038 26,594,829 -5,597,791

493,117 156,470 336,647

0 112,200 -112,200

920,835 1,129,875 -209,040

3,015,583 3,015,530 53

17,488,338 23,422,829 -5,934,491

0 0 0

22,047,883 27,956,264 -5,908,381

0 0 0

130,010 119,360 10,650

42,000 42,000 0

42,000 42,000 0

42,000 42,000 0

22,089,883 27,998,264 -5,908,381

2,052,060 2,028,293 23,767

2,052,060 2,028,293 23,767

560 291,393 -290,833

2,051,500 1,736,900 314,600

0 0 0

20,037,823 25,969,971 -5,932,148

20,037,823 25,969,971 -5,932,148

22,089,883 27,998,264 -5,908,381
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当年度 前年度

Ⅰ　一般正味財産増減の部

１．経常増減の部

(1) 経常収益

事 業 収 益 16,551,815 16,601,460

出 版 物 収 益 226,000 1,343,710

東 海 支 部 226,000 1,343,710

交 付 金 収 益 1,602,920 2,498,350

講 演 会 収 益 2,967,000 1,238,000

講 習 会 収 益 7,692,600 8,351,000

見 学 会 収 益 581,000 451,000

セ ミ ナ ー 収 益 3,364,295 2,719,400

交 流 会 収 益 0 0

会 議 費 収 益 118,000 0

６０周年記念式典収益 114,000 16,000

雑 収 益 10,805 19,614

雑 収 益 10,805 19,614

経常収益計 16,676,620 16,637,074

(2) 経常費用

事 業 費 22,608,768 13,868,809

会 議 費 1,664,467 233,159

旅 費 交 通 費 602,242 154,760

通 信 費 566,371 469,681

印 刷 費 39,600 39,600

人 件 費 7,403,358 6,254,393

給 料 手 当 7,403,358 6,254,393

講 演 会 費 2,826,295 1,080,091

講 習 会 費 3,767,060 1,888,288

見 学 会 費 121,044 174,821

セ ミ ナ ー 費 904,934 823,690

交 流 会 費 118,531 120,044

消 耗 品 費 407,302 335,119

事 務 所 費 1,570,701 880,631

書 籍 代 209,040 1,172,204

公 租 公 課 70,005 70,008

６０周年記念式典費用 2,131,984 105,833

雑 費 205,834 66,487

経常費用計 22,608,768 13,868,809

評価損益等調整前当期経常増減額 -5,932,148 2,768,265

評価損益等計 0 0

当期経常増減額 -5,932,148 2,768,265

２．経常外増減の部

(1) 経常外収益

経常外収益計 0 0

(2) 経常外費用

経常外費用計 0 0

当期経常外増減額 0 0

当期一般正味財産増減額 -5,932,148 2,768,265

一般正味財産期首残高 25,969,971 23,201,706

一般正味財産期末残高 20,037,823 25,969,971

Ⅱ　指定正味財産増減の部

正正味味財財産産増増減減計計算算書書
2022年 4月 1日から2023年 3月31日まで

支部会計 （単位:円）

科        目 増  減

-49,645

-1,117,710

-658,400

130,000

644,895

-1,117,710

-895,430

1,729,000

-8,809

-8,809

39,546

0

118,000

98,000

1,431,308

447,482

96,690

8,739,959

1,746,204

1,878,772

-53,777

0

1,148,965

1,148,965

690,070

-963,164

-3

81,244

-1,513

72,183

-8,700,413

0

2,026,151

139,347

8,739,959

0

-8,700,413

0

-8,700,413

0

2,768,265

-5,932,148
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当年度 前年度

正正味味財財産産増増減減計計算算書書
2022年 4月 1日から2023年 3月31日まで

支部会計 （単位:円）

科        目 増  減

当期指定正味財産増減額 0 0

指定正味財産期首残高 0 0

指定正味財産期末残高 0 0

Ⅲ　正味財産期末残高 20,037,823 25,969,971

0

-5,932,148

0

0
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Ⅰ　事業活動収支の部

１．事業活動収入

事 業 収 入

出 版 物 収 入

東 海 支 部

交 付 金 収 入

講 演 会 収 入

講 習 会 収 入

見 学 会 収 入

セ ミ ナ ー 収 入

交 流 会 収 入

会 議 費 収 入

６０周年記念式典収入

雑 収 入

雑 収 入

事業活動収入計

２．事業活動支出

事 業 費 支 出

会 議 費 支 出

旅 費 交 通 費 支 出

通 信 費 支 出

印 刷 費 支 出

人 件 費 支 出

給 料 手 当 支 出

講 演 会 費 支 出

講 習 会 費 支 出

見 学 会 費 支 出

セ ミ ナ ー 費 支 出

交 流 会 費 支 出

消 耗 品 費 支 出

事 務 所 費 支 出

書 籍 代 支 出

公 租 公 課 支 出

６０周年記念式典支出

雑 支 出

事業活動支出計

事業活動収支差額

Ⅱ　投資活動収支の部

１．投資活動収入

投資活動収入計

２．投資活動支出

投資活動支出計

投資活動収支差額

Ⅲ　財務活動収支の部

１．財務活動収入

財務活動収入計

２．財務活動支出

財務活動支出計

財務活動収支差額

Ⅳ 予備費支出

収収支支計計算算書書
2022年 4月 1日から2023年 3月31日まで

支部会計 （単位:円）

科        目 予算額 決算額 差  異

185,000 226,000 -41,000

1,792,000 1,602,920 189,080

17,776,000 16,551,815 1,224,185

185,000 226,000 -41,000

580,000 581,000 -1,000

2,907,000 3,364,295 -457,295

1,742,000 2,967,000 -1,225,000

10,120,000 7,692,600 2,427,400

90,000 114,000 -24,000

17,000 10,805 6,195

400,000 0 400,000

50,000 118,000 -68,000

19,386,000 22,608,768 -3,222,768

17,000 10,805 6,195

17,883,000 16,676,620 1,206,380

502,000 566,371 -64,371

200,000 39,600 160,400

572,000 1,664,467 -1,092,467

424,000 602,242 -178,242

1,348,000 2,826,295 -1,478,295

2,854,000 3,767,060 -913,060

7,920,000 7,403,358 516,642

7,920,000 7,403,358 516,642

536,000 118,531 417,469

155,000 407,302 -252,302

351,000 121,044 229,956

1,282,000 904,934 377,066

70,000 70,005 -5

1,850,000 2,131,984 -281,984

884,000 1,570,701 -686,701

230,000 209,040 20,960

-1,503,000 -5,932,148 4,429,148

208,000 205,834 2,166

19,386,000 22,608,768 -3,222,768

0 0 0

0 0 0

0 0 0

0 0 0

0 0 0

30,000 0 30,000

0 0 0
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収収支支計計算算書書
2022年 4月 1日から2023年 3月31日まで

支部会計 （単位:円）

科        目 予算額 決算額 差  異

当期収支差額

前期繰越収支差額

次期繰越収支差額 24,394,971 19,995,823 4,399,148

-1,533,000 -5,932,148 4,399,148

25,927,971 25,927,971 0
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1.重要な会計方針

（1）消費税等の会計処理

消費税等は税込経理により処理している。

（2）在庫商品の評価方法

在庫商品の評価方法は個別法により評価している。

財務諸表に対する注記
（支部会計）

1.資金の範囲

資金の範囲には、現預金、未収入金などの短期金銭債権債務を含めている。

なお、前期末及び当期末残高は、下記2に記載するとおりである。

2.次期繰越収支差額に含まれる資産及び負債の内訳

現金預金

未収入金

在庫商品

立替金

前払費用

仮払金

合計

未払金

預り金

仮受金

合計

112,200 0

収支計算書に対する注記
（支部会計）

科      目 前期末残高 当期末残高

26,594,829 20,997,038

1,129,875 920,835

0 0

119,360 130,010

0 0

27,956,264 22,047,883

291,393 560

0 0

1,736,900 2,051,500

2,028,293 2,052,060

次期繰越収支差額 25,927,971 19,995,823
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1.重要な会計方針

（1）消費税等の会計処理

消費税等は税込経理により処理している。

（2）在庫商品の評価方法

在庫商品の評価方法は個別法により評価している。

財務諸表に対する注記
（支部会計）

1.資金の範囲

資金の範囲には、現預金、未収入金などの短期金銭債権債務を含めている。

なお、前期末及び当期末残高は、下記2に記載するとおりである。

2.次期繰越収支差額に含まれる資産及び負債の内訳

現金預金

未収入金

在庫商品

立替金

前払費用

仮払金

合計

未払金

預り金

仮受金

合計

112,200 0

収支計算書に対する注記
（支部会計）

科      目 前期末残高 当期末残高

26,594,829 20,997,038

1,129,875 920,835

0 0

119,360 130,010

0 0

27,956,264 22,047,883

291,393 560

0 0

1,736,900 2,051,500

2,028,293 2,052,060

次期繰越収支差額 25,927,971 19,995,823
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2023年 度 活 動 方 針  
（2022年4月１日から2023年3月31日まで） 

 

一般社団法人 日 本 ゴ ム 協 会         

 

2023年度は，本協会の目的（別記）達成のため，ゴム

に関連する技術の研究成果の発表と議論ならびに情報収

集の場を会員に十分に提供するとともに，本協会の活動

を国内外に情報発信する．具体的には，国内外の交流推

進，論文投稿の活性化，顕彰制度の充実など必要な事業

を実行する． 

上記の方針に従い，下記の業務を本部，支部，部門等

で分担して遂行する． 

 本 部：各支部，各部会および各部門と連携しつ

つ，協会の円滑な運営・活動にあたると

ともに，財務の健全化，国内外への情報

発信を行う． 

 支 部：会員のための地域的活動を強力に推進す

るとともに，本部との緊密な連携によっ

て三大行事の開催に協力する． 

 行事部門：本部行事（年次大会，エラストマー討

論会，夏期講座）の充実と国際化を図

り，会員の学識と技術の向上，会員相

互の意見交換，国内外への情報発信を

行う． 

 出版・会誌部門：学術論文誌としての協会誌の充 

実を図るとともに，機関誌として 

の協会誌を通じて，ゴムに関連す 

る学術から産業技術に渡る幅広い 

分野の最新解説記事を提供し，会 

員の学識と技術の向上，ならびに 

国内外への情報発信に貢献する． 

 研究部会：研究部会：会員のニ－ズに適合した研 

究分科会活動を活発に行うとともに， 

各専門分野に関するシンポジウム，講 

習会などを通じて会員の学識と技術の 

向上を図る． 

 標準化部門：日本ゴム工業会ISO/TC45国内審議委

員会に対応する分科会メンバ－とし

てJIS および ISO規格の立案ならび

に改正案の作成を支援する． 

 国際部門：国際交流全般を主導する．国内外で開

催されるゴム関係国際会議の窓口機能

を果たすとともに，国際会議開催の立

案，国際交流協定の締結，人材派遣な

ど国際交流に必要な施策を実行する． 

 顕彰部門：規定に則り，ゴム科学と技術の発展に

寄与した候補者選定を厳正に行い，そ

の成果を顕彰することによりゴム科学

と技術の普及発展に資する． 

 

 

 
 

 2023 2024 2025 2026 2027 

年次大会 関 西 東 海 関 東 関 西 東 海 

夏期講座 東 海 関 東 関 西 ― 関 東 

ｴﾗｽﾄﾏｰ討論会 関 東 関 西 東 海 ― 関 西 

※2026年はIRC開催年 

 
 

（別記）本協会の目的：ゴム・エラストマー・ソフトマテリアルに関する基礎から応用に至る科学・技術およびナノ

テクノロジーなど先端研究の推進をリードし，その成果や最新情報を広く会員に伝達することによって会員の学識と

技術の向上に資するとともに，広く一般に情報を発信し，ゴムに関連する学術ならびに産業の進歩発達を図り，文化

の向上に寄与することを目的とする．

 

日本ゴム協会三大行事開催予定 

 

2023年 度 事 業 計 画  
（2023年4月1日から2024年3月31日まで） 

 

一般社団法人日本ゴム協会 

 

１．学術及び生産技術の研究及び調査（定款第4条第1号） 

 2023年年次大会（第12回定時社員総会）を下記の

とおり開催する． 

日時 2023年5月30日（火）・31日（水） 

会場 兵庫県民会館 参加予定者230名 

 第34回エラストマー討論会を下記のとおり開催する． 

日時 2023年12月4日（月）・5日（火） 

会場 機械振興会館 参加予定者200名 

 

２．研究の奨励及び研究業績の表彰（定款第4条第2号） 

 研究部会ではゴム・エラストマー・ソフトマテリ

アルとその周辺科学をより深く追求し，その成果を

会員ならびに社会に還元する． 

①広くゴム及びその周辺科学に関連する先端基礎科

学，材料特性，設計，生産及び評価の先端技術に

ついて調査研究を行い，その成果を我が国ゴム産

業の発展に役立てることを目的とする． 

②各研究分科会において，定期的に研究会を催し，

最新の課題について調査・研究し討論する． 

 顕彰関係 

①日本ゴム協会賞 

創立60周年を記念して設定されたもので，第35回

の表彰と第36回の選考を行う． 

②ゴム技術功績賞 

創立35周年を記念して有功賞として設定され，

2000年に功績賞と名称を改めたもので，第61回の

表彰と第62回の選考を行う． 

③優秀論文賞 

創立25周年を記念して設定されたもので，第70回

の表彰と第71回の選考を行う． 

④ゴム技術進歩賞 

創立15周年を記念して設定されたもので，第78回

の表彰と第79回の選考を行う． 

⑤日本ゴム協会科学技術奨励賞 

創立50周年を記念して設定された奨励金を2008年

度に奨励賞と改めたもので，第15回の表彰と第16

回の選考を行う． 

⑥CERI若手奨励賞 

2007年度に化学物質評価研究機構の申し出により

新設されたもので，第16回の表彰と第17回の選考

を行う． 

⑦ブリヂストンソフトマテリアルフロンティア賞 

創立80周年にあたり㈱ブリヂストンの申し出によ

り新設されたもので，第14回の表彰と第15回の選

考を行う． 

⑧CERI最優秀発表論文賞，若手・ポスター・英語優

秀発表賞 

年次大会とエラストマー討論会において優秀と認

められるものの表彰を行う． 

 

３．講演会の開催（定款第4条第3号） 

 第57回夏期講座を下記のとおり開催する． 

日時 2023年8月3日（木）・4日（金） 

会場 下呂温泉・水明館 参加予定者120名 

 研究分科会において得られた専門的成果に基づい

て，分科会主催のシンポジウム，講習会を開催し，

会員ならびに一般ゴム科学技術者の研鑽に資する． 

 各支部において次のような諸行事を実施する予定

で，詳細は各支部に一任する． 

関東支部 講習会2回，講演会2回，紹介講演会1回，

セミナー2回，見学会1回， 

交流会1回，初級ゴム技術研修会（化学物質評価研究

機構と共催） 

東海支部 講習会1回，講演会3回，紹介講演会1回，

見学会1回，セミナー1回 

関西支部 講習会1回，講演会5回，紹介講演会1回，

サタデーセミナー6回，見学会1回，交流

会1回，若手セミナー5回 

九州支部 講演会2回，事例発表会1回，技術講座1回，

交流会2回 

 

４．会誌及び図書の刊行（定款第4条第4号） 

 日本ゴム協会誌の発行 

協会誌編集に当たって， 基本的にはこれまでの基

本方針を継承する．  

会員へのゴム技術提供及び学術推進のための機関
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2023年 度 活 動 方 針  
（2022年4月１日から2023年3月31日まで） 

 

一般社団法人 日 本 ゴ ム 協 会         

 

2023年度は，本協会の目的（別記）達成のため，ゴム

に関連する技術の研究成果の発表と議論ならびに情報収

集の場を会員に十分に提供するとともに，本協会の活動

を国内外に情報発信する．具体的には，国内外の交流推

進，論文投稿の活性化，顕彰制度の充実など必要な事業

を実行する． 

上記の方針に従い，下記の業務を本部，支部，部門等

で分担して遂行する． 

 本 部：各支部，各部会および各部門と連携しつ

つ，協会の円滑な運営・活動にあたると

ともに，財務の健全化，国内外への情報

発信を行う． 

 支 部：会員のための地域的活動を強力に推進す

るとともに，本部との緊密な連携によっ

て三大行事の開催に協力する． 

 行事部門：本部行事（年次大会，エラストマー討

論会，夏期講座）の充実と国際化を図

り，会員の学識と技術の向上，会員相

互の意見交換，国内外への情報発信を

行う． 

 出版・会誌部門：学術論文誌としての協会誌の充 

実を図るとともに，機関誌として 

の協会誌を通じて，ゴムに関連す 

る学術から産業技術に渡る幅広い 

分野の最新解説記事を提供し，会 

員の学識と技術の向上，ならびに 

国内外への情報発信に貢献する． 

 研究部会：研究部会：会員のニ－ズに適合した研 

究分科会活動を活発に行うとともに， 

各専門分野に関するシンポジウム，講 

習会などを通じて会員の学識と技術の 

向上を図る． 

 標準化部門：日本ゴム工業会ISO/TC45国内審議委

員会に対応する分科会メンバ－とし

てJIS および ISO規格の立案ならび

に改正案の作成を支援する． 

 国際部門：国際交流全般を主導する．国内外で開

催されるゴム関係国際会議の窓口機能

を果たすとともに，国際会議開催の立

案，国際交流協定の締結，人材派遣な

ど国際交流に必要な施策を実行する． 

 顕彰部門：規定に則り，ゴム科学と技術の発展に

寄与した候補者選定を厳正に行い，そ

の成果を顕彰することによりゴム科学

と技術の普及発展に資する． 

 

 

 
 

 2023 2024 2025 2026 2027 

年次大会 関 西 東 海 関 東 関 西 東 海 

夏期講座 東 海 関 東 関 西 ― 関 東 

ｴﾗｽﾄﾏｰ討論会 関 東 関 西 東 海 ― 関 西 

※2026年はIRC開催年 

 
 

（別記）本協会の目的：ゴム・エラストマー・ソフトマテリアルに関する基礎から応用に至る科学・技術およびナノ

テクノロジーなど先端研究の推進をリードし，その成果や最新情報を広く会員に伝達することによって会員の学識と

技術の向上に資するとともに，広く一般に情報を発信し，ゴムに関連する学術ならびに産業の進歩発達を図り，文化

の向上に寄与することを目的とする．

 

日本ゴム協会三大行事開催予定 

 

2023年 度 事 業 計 画  
（2023年4月1日から2024年3月31日まで） 

 

一般社団法人日本ゴム協会 

 

１．学術及び生産技術の研究及び調査（定款第4条第1号） 

 2023年年次大会（第12回定時社員総会）を下記の

とおり開催する． 

日時 2023年5月30日（火）・31日（水） 

会場 兵庫県民会館 参加予定者230名 

 第34回エラストマー討論会を下記のとおり開催する． 

日時 2023年12月4日（月）・5日（火） 

会場 機械振興会館 参加予定者200名 

 

２．研究の奨励及び研究業績の表彰（定款第4条第2号） 

 研究部会ではゴム・エラストマー・ソフトマテリ

アルとその周辺科学をより深く追求し，その成果を

会員ならびに社会に還元する． 

①広くゴム及びその周辺科学に関連する先端基礎科

学，材料特性，設計，生産及び評価の先端技術に

ついて調査研究を行い，その成果を我が国ゴム産

業の発展に役立てることを目的とする． 

②各研究分科会において，定期的に研究会を催し，

最新の課題について調査・研究し討論する． 

 顕彰関係 

①日本ゴム協会賞 

創立60周年を記念して設定されたもので，第35回

の表彰と第36回の選考を行う． 

②ゴム技術功績賞 

創立35周年を記念して有功賞として設定され，

2000年に功績賞と名称を改めたもので，第61回の

表彰と第62回の選考を行う． 

③優秀論文賞 

創立25周年を記念して設定されたもので，第70回

の表彰と第71回の選考を行う． 

④ゴム技術進歩賞 

創立15周年を記念して設定されたもので，第78回

の表彰と第79回の選考を行う． 

⑤日本ゴム協会科学技術奨励賞 

創立50周年を記念して設定された奨励金を2008年

度に奨励賞と改めたもので，第15回の表彰と第16

回の選考を行う． 

⑥CERI若手奨励賞 

2007年度に化学物質評価研究機構の申し出により

新設されたもので，第16回の表彰と第17回の選考

を行う． 

⑦ブリヂストンソフトマテリアルフロンティア賞 

創立80周年にあたり㈱ブリヂストンの申し出によ

り新設されたもので，第14回の表彰と第15回の選

考を行う． 

⑧CERI最優秀発表論文賞，若手・ポスター・英語優

秀発表賞 

年次大会とエラストマー討論会において優秀と認

められるものの表彰を行う． 

 

３．講演会の開催（定款第4条第3号） 

 第57回夏期講座を下記のとおり開催する． 

日時 2023年8月3日（木）・4日（金） 

会場 下呂温泉・水明館 参加予定者120名 

 研究分科会において得られた専門的成果に基づい

て，分科会主催のシンポジウム，講習会を開催し，

会員ならびに一般ゴム科学技術者の研鑽に資する． 

 各支部において次のような諸行事を実施する予定

で，詳細は各支部に一任する． 

関東支部 講習会2回，講演会2回，紹介講演会1回，

セミナー2回，見学会1回， 

交流会1回，初級ゴム技術研修会（化学物質評価研究

機構と共催） 

東海支部 講習会1回，講演会3回，紹介講演会1回，

見学会1回，セミナー1回 

関西支部 講習会1回，講演会5回，紹介講演会1回，

サタデーセミナー6回，見学会1回，交流

会1回，若手セミナー5回 

九州支部 講演会2回，事例発表会1回，技術講座1回，

交流会2回 

 

４．会誌及び図書の刊行（定款第4条第4号） 

 日本ゴム協会誌の発行 

協会誌編集に当たって， 基本的にはこれまでの基

本方針を継承する．  

会員へのゴム技術提供及び学術推進のための機関
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誌「日本ゴム協会誌」発行において以下の企画を推

進する． 

①ゴム技術を中心に周辺技術やソフトマテリアル材

料に関するタイムリーな情報を提供する．  

②会員啓蒙のため，一つのテーマについて， 複数回

にわたってより詳しく解説した「特論講座」を引

続き連載する． 

③今日的なテーマ及びゴム固有のテーマ等で特集を

組み，研究部会の協力も得て，定期的に掲載する． 

④わが国で編集発行するゴム技術論文誌として，高

いレベルで審査，発行する． 

⑤ゴム技術に関する豆知識を継続して連載する． 

⑥年次大会及びエラストマー討論会での研究発表や

IRC，IRCCあるいはISO/TC45国際会議などの海外に

おけるゴム・ソフトマテリアル関連の参加記等を

掲載し，会員への情報提供に努める． 

⑦発行予定：2023年の1年間で12冊（普通号7冊， 特

集号5冊） 

総説，論文等のページ数を各号35頁×12冊=420頁，

会告：各号30頁×12冊=360頁，年間総頁数：780頁

（予定） 

 出版関係 

①2005年度にJ-STAGE（http://www.jstage.jst.go.jp/ 

 browse/ejsm）上で創刊した英文電子ジャーナル（e-

Journal of Soft Materials）を継続して発行し，ゴム

を中心とした諸分野の研究成果を世界に発信する場を

提供するとともに，世界のゴム科学・技術・工業の発

展に寄与する． 

②日本ゴム協会誌の電子公開を継続して行う． 

 

５．見学及び視察（定款第4条第5号） 

 国際交流 

IRC2023Chinaに代表派遣を予定する．また，アジ

ア地域を中心とした各国との連携を進め，世界のゴ

ム科学技術の発展に貢献する． 

 各支部で会員ならびに一般ゴム科学技術者の資質

向上を目的に見学会を開催する． 

 

６．会員の交流（定款第4条第6号） 

 会員活動の充実と会員増強 

会員（正・学生・賛助・名誉）のための活動の場

（シンポジウム，講演会，講習会，研究発表会）を

積極的に提供し，世界に向けて発信（e-JSM）するこ

とでゴム・エラストマー・ソフトマテリアルに関す

る研究開発・科学技術の発展に貢献するとともに社

会的ニーズ，業界動向など，会員の「見たい・聞き

たい・知りたい情報」を提供する行事企画を推進し，

会員一人一人の活動を支援する．会員活動の充実を

図り，併せて会員増強の基礎となす． 

７．関係官庁及び関係団体等の諮問に対する答申又は建

議（定款第4条第7号） 

 研究部会では必要に応じて関係官庁及び関連団体

の諮問に応ずる． 

 ゴム及びゴム製品に係る標準化活動 

1．国際標準開発全般 

引続き「日本のゴム関連企業の有する優れた技

術と高い品質(Japan Quality）を示すことができ，

日本製品の優位を見える化する」ことを命題とし

て規格開発を戦略的に進める．特に，重要テーマ

である「バイオベース度の求め方」や「合成ゴム

のコールドフローの求め方」など，その計画に沿

った確実な実施と成果報告に繋げ，併せて，次の

大型テーマの提案に繋げる検討を積極的に進める

ことを計画する． 

①ISO開発：継続する重点テーマとして「引布の吸

水性試験法」，「揮発性硫黄ガスの定量方法」

などの規格開発に注力する．また，日本品質の

見える化／格差付けを狙った継続案件8件を中心

に確実にISO発行あるいは次の段階へ進展させる

予定．更に，定期見直し72件の審議を行う計画．

実施に当っては国内での戦略的な審議を踏まえ，

ISO国際会議への積極的な参加と提言，更に関係

官庁及び関係団体の諮問に対する答申・連絡を

心がける． 

②JIS開発：JISに関しては29件の定期見直しを行

うと共に，「ホース及びホースアセンブリの耐

圧性」の1件，「加硫ゴム及び熱可塑性ゴム－耐

摩耗性の求め方－第1部～第5部」の5件の他3件

で計9件の原案作成を進める予定である． 

③国際会議：2023年10月30日(月)～11月3日(金)，

タイにおいて開催の第71回ISO/TC45国際会議で，

日本人委員の出席を見込んでいる．期間中に大

小30以上の会議が開催され，審議案件のISO規格

発行及びステージアップの可否が決定されるた

め，日本提案の発行決定やステージアップのた

めの丁寧な説明や活発な議論，更には新規提案

のわかりやすい説明を実施する予定．また，近

年の新興国の提案案件で，国内産業に負の影響

を与えそうな案件については注視し，必要なら

ば会議中に可能な反論を実施，もしくは帰国後

 

に関係団体と連携して，課題解決に向けた活動

を推進する予定． 

2．新規テーマ創出：継続して，「日本のゴム関連企

業の有する優れた技術と高い品質(Japan Quality）

を示すことを行ない，日本製品の優位を見える化

する」ための規格化テーマの創出を行う予定であ

る．ゴム用材料の評価方法の新規提案を検討開始

している．また，レジリエントな社会インフラの

為の免震ゴム支承関連の新規提案の検討を進めて

いる． 

3．委員会構成，人材面：前年度と同様に，ISO/TC45

国内審議委員会活動のための14分科会の体制で実

施する． 

4．関連団体との連携強化：友好団体はもとより，自

動車技術会，プラスチック工業連盟，日本試験機

工業会，日本溶接協会，日本産業機械工業会，水

素供給利用技術研究協会，日本エルピーガス供給

機器工業会，日本寝装寝具協会，日本免震構造協

会，建築ガスケット協会，日本グローブ工業会等

との関係を強化し，ISO/TC45関連の標準化活動を

更に連携した活動として実施する予定． 

また，昨年度のISO新規案件でも見られた新興国

の提案の国内産業への影響の検討のため，関係団

体との連携を更に強化して行く予定． 

 

８．その他この法人の目的を達成するために必要な事業

（定款第4条第8号） 

 日本語版ホームページは定期的なメンテナンスに

より，会員及び会員外への最新情報を発信できる体

制を強化する．また，海外に向けての英文ホームペ

ージの充実を図る． 

 2021年度に導入したSMMS会員管理システムを用い

て会員サービスを順次拡大する． 

 活性化策とし，支部・本部合同の活動として行事

の活性化活動を展開する．  
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誌「日本ゴム協会誌」発行において以下の企画を推

進する． 

①ゴム技術を中心に周辺技術やソフトマテリアル材

料に関するタイムリーな情報を提供する．  

②会員啓蒙のため，一つのテーマについて， 複数回

にわたってより詳しく解説した「特論講座」を引

続き連載する． 

③今日的なテーマ及びゴム固有のテーマ等で特集を

組み，研究部会の協力も得て，定期的に掲載する． 

④わが国で編集発行するゴム技術論文誌として，高

いレベルで審査，発行する． 

⑤ゴム技術に関する豆知識を継続して連載する． 

⑥年次大会及びエラストマー討論会での研究発表や

IRC，IRCCあるいはISO/TC45国際会議などの海外に

おけるゴム・ソフトマテリアル関連の参加記等を

掲載し，会員への情報提供に努める． 

⑦発行予定：2023年の1年間で12冊（普通号7冊， 特

集号5冊） 

総説，論文等のページ数を各号35頁×12冊=420頁，

会告：各号30頁×12冊=360頁，年間総頁数：780頁

（予定） 

 出版関係 

①2005年度にJ-STAGE（http://www.jstage.jst.go.jp/ 

 browse/ejsm）上で創刊した英文電子ジャーナル（e-

Journal of Soft Materials）を継続して発行し，ゴム

を中心とした諸分野の研究成果を世界に発信する場を

提供するとともに，世界のゴム科学・技術・工業の発

展に寄与する． 

②日本ゴム協会誌の電子公開を継続して行う． 

 

５．見学及び視察（定款第4条第5号） 

 国際交流 

IRC2023Chinaに代表派遣を予定する．また，アジ

ア地域を中心とした各国との連携を進め，世界のゴ

ム科学技術の発展に貢献する． 

 各支部で会員ならびに一般ゴム科学技術者の資質

向上を目的に見学会を開催する． 

 

６．会員の交流（定款第4条第6号） 

 会員活動の充実と会員増強 

会員（正・学生・賛助・名誉）のための活動の場

（シンポジウム，講演会，講習会，研究発表会）を

積極的に提供し，世界に向けて発信（e-JSM）するこ

とでゴム・エラストマー・ソフトマテリアルに関す

る研究開発・科学技術の発展に貢献するとともに社

会的ニーズ，業界動向など，会員の「見たい・聞き

たい・知りたい情報」を提供する行事企画を推進し，

会員一人一人の活動を支援する．会員活動の充実を

図り，併せて会員増強の基礎となす． 

７．関係官庁及び関係団体等の諮問に対する答申又は建

議（定款第4条第7号） 

 研究部会では必要に応じて関係官庁及び関連団体

の諮問に応ずる． 

 ゴム及びゴム製品に係る標準化活動 

1．国際標準開発全般 

引続き「日本のゴム関連企業の有する優れた技

術と高い品質(Japan Quality）を示すことができ，

日本製品の優位を見える化する」ことを命題とし

て規格開発を戦略的に進める．特に，重要テーマ

である「バイオベース度の求め方」や「合成ゴム

のコールドフローの求め方」など，その計画に沿

った確実な実施と成果報告に繋げ，併せて，次の

大型テーマの提案に繋げる検討を積極的に進める

ことを計画する． 

①ISO開発：継続する重点テーマとして「引布の吸

水性試験法」，「揮発性硫黄ガスの定量方法」

などの規格開発に注力する．また，日本品質の

見える化／格差付けを狙った継続案件8件を中心

に確実にISO発行あるいは次の段階へ進展させる

予定．更に，定期見直し72件の審議を行う計画．

実施に当っては国内での戦略的な審議を踏まえ，

ISO国際会議への積極的な参加と提言，更に関係

官庁及び関係団体の諮問に対する答申・連絡を

心がける． 

②JIS開発：JISに関しては29件の定期見直しを行

うと共に，「ホース及びホースアセンブリの耐

圧性」の1件，「加硫ゴム及び熱可塑性ゴム－耐

摩耗性の求め方－第1部～第5部」の5件の他3件

で計9件の原案作成を進める予定である． 

③国際会議：2023年10月30日(月)～11月3日(金)，

タイにおいて開催の第71回ISO/TC45国際会議で，

日本人委員の出席を見込んでいる．期間中に大

小30以上の会議が開催され，審議案件のISO規格

発行及びステージアップの可否が決定されるた

め，日本提案の発行決定やステージアップのた

めの丁寧な説明や活発な議論，更には新規提案

のわかりやすい説明を実施する予定．また，近

年の新興国の提案案件で，国内産業に負の影響

を与えそうな案件については注視し，必要なら

ば会議中に可能な反論を実施，もしくは帰国後

 

に関係団体と連携して，課題解決に向けた活動

を推進する予定． 

2．新規テーマ創出：継続して，「日本のゴム関連企

業の有する優れた技術と高い品質(Japan Quality）

を示すことを行ない，日本製品の優位を見える化

する」ための規格化テーマの創出を行う予定であ

る．ゴム用材料の評価方法の新規提案を検討開始

している．また，レジリエントな社会インフラの

為の免震ゴム支承関連の新規提案の検討を進めて

いる． 

3．委員会構成，人材面：前年度と同様に，ISO/TC45

国内審議委員会活動のための14分科会の体制で実

施する． 

4．関連団体との連携強化：友好団体はもとより，自

動車技術会，プラスチック工業連盟，日本試験機

工業会，日本溶接協会，日本産業機械工業会，水

素供給利用技術研究協会，日本エルピーガス供給

機器工業会，日本寝装寝具協会，日本免震構造協

会，建築ガスケット協会，日本グローブ工業会等

との関係を強化し，ISO/TC45関連の標準化活動を

更に連携した活動として実施する予定． 

また，昨年度のISO新規案件でも見られた新興国

の提案の国内産業への影響の検討のため，関係団

体との連携を更に強化して行く予定． 

 

８．その他この法人の目的を達成するために必要な事業

（定款第4条第8号） 

 日本語版ホームページは定期的なメンテナンスに

より，会員及び会員外への最新情報を発信できる体

制を強化する．また，海外に向けての英文ホームペ

ージの充実を図る． 

 2021年度に導入したSMMS会員管理システムを用い

て会員サービスを順次拡大する． 

 活性化策とし，支部・本部合同の活動として行事

の活性化活動を展開する．  
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2023・ 2024年 度 役 員 選 任  
一般社団法人日本ゴム協会 

 

 
 

役員候補者 

 

 
月 本部 支  部 研究部会 

44 月月  2022年度監査会(26日)東部ビル 関東 2023年度第1回支部幹事会(25日)ハイブリッド開催  

  第1回理事会(26日)ハイブリッド開催 東海 月例講演会(21日)オンライン開催  

   関西 第1回支部幹事会(19日)オンライン開催  

   九州   
55 月月  2023年年次大会(30日・31日) 関東   

  第12回定時社員総会 東海   

  研究発表会 関西   

  兵庫県民会館 九州   
66 月月   関東 第63回ゴム技術入門講座(8日・9日・29日・30日)オンライン開催  
      2023年度第2回支部幹事会  

   東海 支部総会・記念講演会(30日)今池ガスビル  

   関西 第44回サタデーセミナー6月例会(3日)DKビル /webinarハイブリッド開催  

      6月例会講演会(7日)webinar(Zoom)  

      支部会議・特別講演会(14or15日)・Webinar(Zoom)  

   九州 第74回支部会議・講演会・交流会(9日)久留米リサーチ・パーク  
77 月月   関東   

   東海 ゴム技術入門講座(6日・7日、13・14日)ハイブリット開催  

   関西 第32回若手セミナー(6日)大阪産業創造館  

   九州   
88 月月  第2回理事会(2日) 関東  講習会 

  下呂温泉水明館とオンラインとのハイブリッド開催 東海  力学(25日)ハイブリッド開催 

  第57回夏期講座(3日・4日) 関西 第44回サタデーセミナー8月例会(5日)DKﾋﾞﾙ  

  下呂温泉水明館とオンラインとのハイブリッド開催    第2回支部幹事会(未定)  

   九州 第9回ゴムの実践技術講座(実習)(29日～9月1日)久留米高専  
99 月月   関東 第21回若手からベテランのためのセミナー(1日)オンライン開催 ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ 
      見学会 水素(8日)ハイブリッド開催 
      2023年度第3回支部幹事会  

  東海 月例講演会  

  関西 第33回若手セミナー(7日)大阪産業創造館  
     9月例会講演会(共催：神戸ゴム科学研究会)(開催日未定)兵庫県工業技術センター  

  九州 第34回ゴム技術・研究事例発表会(29日)JR博多シティ会議室  
1100 月月  第3回理事会 関東 第46回総合紹介講演会 ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ 

   東海 月例講演会(地方講演会)開催 成形加工 ハイブリッド開催 

   関西 第44回サタデーセミナー10月例会(7日)DKﾋﾞﾙ 練り(下旬)ハイブリッド開催 

      2023年秋期ゴム技術講習会(開催日・会場未定)  

   九州   
1111 月月   関東 第63回秋期ゴム技術講習会 ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ 

   東海 見学会 分析 ハイブリッド開催 

   関西 第38回総合紹介講演会(2日)大阪天満橋・ドーンセンター  

      第3回関西支部幹事会(開催方法開催日未定)  
      第34回若手セミナー(16日)大阪産業創造館  

      11月度月例会講演会(17日)(共催：関西ゴム技術研修所)東大阪市クリエーターズプラザ  

   九州   
1122 月月  第34回エラストマー討論会(4日・5日) 関東 技術講演会と支部交流会・2023年度第4回支部幹事会 ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ 

 機械振興会館 東海  金型 名古屋で開催 

  関西 第44回サタデーセミナー12月例会(2日)DKﾋﾞﾙ 補強 ハイブリッド開催 

  九州   
2024

 

   
11 月月  第4回理事会 関東   
   東海 アドバンストセミナー  
   関西 1月例会見学会  
      第4回支部幹事会・新年親睦会  
   九州 新春講演会・交流会(26日)久留米リサーチ・パーク  

22 月月   関東 技術講演会・2023年度第5回支部幹事会 ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ 
      アドバンテックセミナー2024 劣化(上旬)ハイブリッド開催 
   東海 総合紹介講演会(6日)名古屋国際会議場 衛生(下旬)ハイブリッド開催 
   関西 第44回サタデーセミナー2月例会(3日)DKﾋﾞﾙ  
      2月例会講演会(共催：広島ゴム技術員会)開催日未定/広島市工業技術センター  
   九州   

33 月月   関東  ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ 
  東海  配合(8日)ハイブリッド開催 
  関西   
  九州   

   

2023年度 事 業 計 画 表 
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2023・ 2024年 度 役 員 選 任  
一般社団法人日本ゴム協会 

 

 
 

役員候補者 

 

 
月 本部 支  部 研究部会 

44 月月  2022年度監査会(26日)東部ビル 関東 2023年度第1回支部幹事会(25日)ハイブリッド開催  

  第1回理事会(26日)ハイブリッド開催 東海 月例講演会(21日)オンライン開催  

   関西 第1回支部幹事会(19日)オンライン開催  

   九州   
55 月月  2023年年次大会(30日・31日) 関東   

  第12回定時社員総会 東海   

  研究発表会 関西   

  兵庫県民会館 九州   
66 月月   関東 第63回ゴム技術入門講座(8日・9日・29日・30日)オンライン開催  
      2023年度第2回支部幹事会  

   東海 支部総会・記念講演会(30日)今池ガスビル  

   関西 第44回サタデーセミナー6月例会(3日)DKビル /webinarハイブリッド開催  

      6月例会講演会(7日)webinar(Zoom)  

      支部会議・特別講演会(14or15日)・Webinar(Zoom)  

   九州 第74回支部会議・講演会・交流会(9日)久留米リサーチ・パーク  
77 月月   関東   

   東海 ゴム技術入門講座(6日・7日、13・14日)ハイブリット開催  

   関西 第32回若手セミナー(6日)大阪産業創造館  

   九州   
88 月月  第2回理事会(2日) 関東  講習会 

  下呂温泉水明館とオンラインとのハイブリッド開催 東海  力学(25日)ハイブリッド開催 

  第57回夏期講座(3日・4日) 関西 第44回サタデーセミナー8月例会(5日)DKﾋﾞﾙ  

  下呂温泉水明館とオンラインとのハイブリッド開催    第2回支部幹事会(未定)  

   九州 第9回ゴムの実践技術講座(実習)(29日～9月1日)久留米高専  
99 月月   関東 第21回若手からベテランのためのセミナー(1日)オンライン開催 ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ 
      見学会 水素(8日)ハイブリッド開催 
      2023年度第3回支部幹事会  

  東海 月例講演会  

  関西 第33回若手セミナー(7日)大阪産業創造館  
     9月例会講演会(共催：神戸ゴム科学研究会)(開催日未定)兵庫県工業技術センター  

  九州 第34回ゴム技術・研究事例発表会(29日)JR博多シティ会議室  
1100 月月  第3回理事会 関東 第46回総合紹介講演会 ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ 

   東海 月例講演会(地方講演会)開催 成形加工 ハイブリッド開催 

   関西 第44回サタデーセミナー10月例会(7日)DKﾋﾞﾙ 練り(下旬)ハイブリッド開催 

      2023年秋期ゴム技術講習会(開催日・会場未定)  

   九州   
1111 月月   関東 第63回秋期ゴム技術講習会 ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ 

   東海 見学会 分析 ハイブリッド開催 

   関西 第38回総合紹介講演会(2日)大阪天満橋・ドーンセンター  

      第3回関西支部幹事会(開催方法開催日未定)  
      第34回若手セミナー(16日)大阪産業創造館  

      11月度月例会講演会(17日)(共催：関西ゴム技術研修所)東大阪市クリエーターズプラザ  

   九州   
1122 月月  第34回エラストマー討論会(4日・5日) 関東 技術講演会と支部交流会・2023年度第4回支部幹事会 ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ 

 機械振興会館 東海  金型 名古屋で開催 

  関西 第44回サタデーセミナー12月例会(2日)DKﾋﾞﾙ 補強 ハイブリッド開催 

  九州   
2024

 

   
11 月月  第4回理事会 関東   
   東海 アドバンストセミナー  
   関西 1月例会見学会  
      第4回支部幹事会・新年親睦会  
   九州 新春講演会・交流会(26日)久留米リサーチ・パーク  

22 月月   関東 技術講演会・2023年度第5回支部幹事会 ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ 
      アドバンテックセミナー2024 劣化(上旬)ハイブリッド開催 
   東海 総合紹介講演会(6日)名古屋国際会議場 衛生(下旬)ハイブリッド開催 
   関西 第44回サタデーセミナー2月例会(3日)DKﾋﾞﾙ  
      2月例会講演会(共催：広島ゴム技術員会)開催日未定/広島市工業技術センター  
   九州   

33 月月   関東  ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ 
  東海  配合(8日)ハイブリッド開催 
  関西   
  九州   

   

2023年度 事 業 計 画 表 

(33) 

2023・ 2024年 度 役 員 選 任  
一般社団法人 日 本 ゴ ム 協 会         

 

 
 

 氏 名        現    職 

理   事 網野 直也  横浜ゴム株式会社 

大月 正珠  株式会社ブリヂストン 

加藤 進一  株式会社加藤事務所 

河原 成元  長岡技術科学大学 

菊池  裕  興国インテック株式会社 

中嶋  健  東京工業大学 

山岸 英哲  日本ゼオン株式会社 

山﨑  聡  三井化学株式会社 

渡邊 智子  一般財団法人化学物質評価研究機構 

岡本 正巳  豊田工業大学 

近藤 新一  西武ポリマ化成株式会社 

鳥澤 浩司  東海興業株式会社 

山本 勝宏  名古屋工業大学 

北川 紀樹  株式会社大阪ソーダ 

菊地 尚彦  住友ゴム工業株式会社 

櫻井 伸一  京都工芸繊維大学 

原野 健一  株式会社アシックス 

松本 恭一  中西金属工業株式会社 

渡邉 順司  甲南大学 

渡邊 勝宏  久留米工業高等専門学校 

監   事 

 

 

小藥 次郎  鬼怒川ゴム工業株式会社 

長谷 朝博  産業技術総合研究所 

村上 裕人  長崎大学 
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2023年 度 収 支 予 算  
一般社団法人日本ゴム協会 

 
一般社団法人日本ゴム協会 （単位：千円）

科　　目 一般会計 収益事業会計 支部会計 内部取引消去 合　　計

Ⅰ．事業活動収支の部
　1 事業活動収入
    ① 基本財産運用収入 1 0 0 0 1
    　　　 基本財産運用収入 1 0 0 0 1
    ② 特定資産運用収入 1 0 0 0 1
    ③ 入会金収入 60 0 0 0 60
    　　　 入会金収入 60 0 0 0 60
    ④ 会費収入 37,900 0 0 0 37,900
　　　　　 賛助会費収入 25,100 0 0 0 25,100
　　　　　 正会費収入 12,500 0 0 0 12,500
            学生会費収入 300 0 0 0 300
    ⑤ 事業収入 35,880 2,260 19,046 △ 5,500 51,686
     　　　広告料収入 10,600 0 0 0 10,600
     　　　会員外購読料収入 300 0 0 0 300
     　　　ﾊﾞｯｸﾅﾝﾊﾞｰ収入 0 0 0 0 0
     　　　本部行事収入 8,110 0 0 0 8,110
     　　　研究部会収入 12,880 0 0 0 12,880
     　　　会議費収入 0 0 74 0 74
    　　 　別刷り代収入 290 0 0 0 290
     　　　出版物収入 0 2,110 230 0 2,340
     　　　印税収入 0 150 0 0 150
    　　 　業務受託収入 3,700 0 0 △ 3,700 0
     　　　交付金収入 0 0 1,726 △ 1,700 26
     　　　講演会収入 0 0 3,150 △ 100 3,050
    　　 　講習会収入 0 0 9,450 0 9,450
     　　　見学会収入 0 0 630 0 630
     　　　セミナー収入 0 0 3,536 0 3,536
    　　 　交流会収入 0 0 250 0 250
　　　　　60周年記念式典収入 0 0 0 0 0
    ⑥ 寄付金収入 1,810 0 0 0 1,810
    ⑦ 雑収入 220 320 10 0 550

事業活動収入計 75,872 2,580 19,056 △ 5,500 92,008
　2 事業活動支出
    ① 事業費支出 53,706 2,550 20,323 △ 5,500 71,079
       　  会議費支出 300 0 1,180 0 1,480
           表彰費支出 2,200 0 0 0 2,200
     　　　普及費支出 4,600 0 0 △ 100 4,500
     　　　旅費交通費支出 700 0 756 0 1,456
     　　　通信費支出 640 0 590 0 1,230
     　　　印刷費支出 500 0 100 0 600
       　　支部費支出 1,700 0 0 △ 1,700 0
         　本部行事費支出 6,600 0 0 0 6,600
         　雑誌費支出 15,300 0 0 0 15,300
         　研究部会費支出 8,000 0 0 0 8,000
           国際交流費支出 1,700 0 0 0 1,700
           国際会議費支出 86 0 0 0 86
         　人件費支出 11,380 1,257 7,910 △ 3,700 16,847
           出版費支出 0 390 0 0 390
           書籍購入費支出 0 600 0 0 600
           講演会費支出 0 0 2,840 0 2,840
     　　　講習会費支出 0 0 3,260 0 3,260
     　　　見学会費支出 0 0 206 0 206
     　　　セミナー費支出 0 0 900 0 900
     　　　交流会費支出 0 0 275 0 275
       　　消耗品費支出 0 0 270 0 270

収収支支予予算算書書総総括括表表  
(2023年4月1日から2024年3月31日まで）
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2023年 度 収 支 予 算  
一般社団法人日本ゴム協会 

 

一般社団法人日本ゴム協会 （単位：千円）
科　　目 一般会計 収益事業会計 支部会計 内部取引消去 合　　計

収収支支予予算算書書総総括括表表  
(2023年4月1日から2024年3月31日まで）

         　事務所費支出 0 0 1,586 0 1,586
         　書籍代支出 0 0 215 0 215
         　雑支出 0 3 165 0 168
         　公租公課支出 0 300 70 0 370
　　　　  ６０周年記念式典支出 0 0 0 0 0
    ② 管理費支出 24,630 0 0 0 24,630
       　　会議費支出 500 0 0 0 500
       　　旅費交通費支出 800 0 0 0 800
     　　　通信費支出 1,500 0 0 0 1,500
       　　消耗品費支出 850 0 0 0 850
       　　事務所費支出 4,500 0 0 0 4,500
     　　　事務費支出 1,400 0 0 0 1,400
     　　　雑支出 2,800 0 0 0 2,800
         　人件費支出 10,980 0 0 0 10,980
         　公租公課支出 1,300 0 0 0 1,300

事業活動支出計 78,336 2,550 20,323 △ 5,500 95,709
事業活動収支差額 △ 2,464 30 △ 1,267 0 △ 3,701

Ⅱ．投資活動収支の部
　1 投資活動収入
    ① 特定資産取崩収入 2,186 0 0 0 2,186
 　 　　   国際会議基金取崩収入 86 0 0 0 86
 　 　　   国際交流基金取崩収入 1,700 0 0 0 1,700
  　　　   協会賞基金取崩収入 100 0 0 0 100
 　 　　   功績賞基金取崩収入 100 0 0 0 100
  　　　   奨励賞基金取崩収入 200 0 0 0 200

投資活動収入計 2,186 0 0 0 2,186
　2 投資活動支出
    ① 特定資産取得支出 0 0 0 0 0
    ② 固定資産取得支出 0 0 0 0 0

投資活動支出計 0 0 0 0 0
投資活動収支差額 2,186 0 0 0 2,186

Ⅲ．財務活動収支の部
　1 財務活動収入 0 0 0 0 0
　2 財務活動支出 0 0 0 0 0

財務活動収支差額 0 0 0 0 0
Ⅳ．予備費支出 0 30 30 0 60

       当期収支差額 △ 278 0 △ 1,297 0 △ 1,575
前期繰越収支差額 5,270 3,554 19,995 0 28,819
次期繰越収支差額 4,992 3,554 18,698 0 27,244
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一般社団法人日本ゴム協会

一般会計 （単位：千円）

科　　目 予算額 前年度予算額 増減 備　考

Ⅰ．事業活動収支の部
　1 事業活動収入
    ① 基本財産運用収入 1 1 0
    　　　 基本財産運用収入 1 1 0 基本金の利子

    ② 特定資産運用収入 1 1 0 基金の利子

    ③ 入会金収入 60 60 0
    　　　 入会金収入 60 60 0 1,000円×60名

    ④ 会費収入 37,900 38,160 △ 260
　　　　　 賛助会費収入 25,100 25,050 50 2022決算ベース

　　　　　 正会費収入 12,500 12,820 △ 320 2022決算ベース

            学生会費収入 300 290 10 2022決算ベース

    ⑤ 事業収入 35,880 34,650 1,230
     　　　広告料収入 10,600 10,500 100 2022決算ベース

     　　　会員外購読料収入 300 650 △ 350 2022決算ベース

     　　　ﾊﾞｯｸﾅﾝﾊﾞｰ収入 0 0 0 2022決算ベース

     　　　本部行事収入 8,110 7,100 1,010
    　　　　　年次大会収入 2,210 1,900 310 2022決算ベース

    　　　　　夏期講座収入 4,000 3,400 600 2023見込み

    　　　　　討論会収入 1,900 1,800 100 2022決算ベース

     　　　研究部会収入 12,880 12,700 180
    　　　　　委員参加収入 2,880 2,700 180 2021実績ベース

    　　　　　行事収入 10,000 10,000 0 2019実績ベース

    　　 　別刷り代収入 290 290 0 2022予算ベース

     　　　業務受託収入 3,700 3,410 290 関東支部より

    ⑥ 寄付金収入 1,810 1,930 △ 120 2020実績

    ⑦ 雑収入 220 150 70 2022決算ベース

事業活動収入計 75,872 74,952 920
　2 事業活動支出
    ① 事業費支出 53,706 53,850 △ 144
       　  会議費支出 300 300 0 2022予算ベース

           表彰費支出 2,200 2,200 0 2022予算ベース

     　　　普及費支出 4,600 4,200 400 2022決算ベース

     　　　旅費交通費支出 700 700 0 2019実績ベース

     　　　通信費支出 640 640 0 2022予算ベース

     　　　印刷費支出 500 500 0 2022予算ベース

       　　支部費支出 1,700 1,250 450 2022決算ベース

         　本部行事費支出 6,600 6,600 0
        　　　年次大会費支出 1,950 1,950 0 2022予算ベース

      　　　　夏期講座費支出 2,900 2,900 0 2022予算ベース

　    　　　　討論会費支出 1,750 1,750 0 2022予算ベース

         　雑誌費支出 15,300 16,300 △ 1,000
      　　　　編集費支出 3,200 4,200 △ 1,000 2022決算ベース

    　 　　　 印刷製本費支出 8,600 9,000 △ 400 2022決算ベース

      　　　　発送費支出 2,800 2,400 400 2022決算ベース

      　　　　原稿料支出 700 700 0 2022決算ベース

         　研究部会費支出 8,000 8,000 0
      　　　　会議費支出　　 3,000 3,000 0 2019実績ベース

     　 　　　行事費支出 5,000 5,000 0 2019実績ベース

           国際交流費支出 1,700 1,700 2022予算ベース

           国際会議費支出 86 80 2022予算ベース

         　人件費支出 11,380 11,380 0
      　　　　給料手当支出 9,300 9,300 0 2022予算ベース

    　 　　　 福利厚生費支出 1,600 1,600 0 2022予算ベース

収収支支予予算算書書
(2023年4月1日から2024年3月31日まで）
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一般社団法人日本ゴム協会

一般会計 （単位：千円）

科　　目 予算額 前年度予算額 増減 備　考

収収支支予予算算書書
(2023年4月1日から2024年3月31日まで）

      　　　　通勤費支出 300 300 0 2022予算ベース

      　　　　中退共済掛金支出 180 180 0 2022予算ベース

      　　　　退職金支出 0 0 2022予算ベース

    ② 管理費支出 24,630 23,182 1,448
       　　会議費支出 500 500 0 2021予算ベース

       　　旅費交通費支出 800 800 0 2019年実績ベース

     　　　通信費支出 1,500 1,100 400 2022決算ベース

       　　消耗品費支出 850 850 0 2022予算ベース

       　　事務所費支出 4,500 4,500 0 2022予算ベース

     　　　事務費支出 1,400 1,400 0 2022予算ベース

     　　　雑支出 2,800 2,400 400 2022決算ベース

         　人件費支出 10,980 10,980 0
     　　　   給料手当支出 9,050 9,050 0 2022予算ベース

    　 　　   福利厚生費支出 1,510 1,510 0 2022予算ベース

      　　　　通勤費支出 250 250 0 2022予算ベース

      　　　　中退共済掛金支出 170 170 0 2022予算ベース

      　　　　退職金支出 0 0 0 2022予算ベース

         　公租公課支出 1,300 652 648 2023見込み

事業活動支出計 78,336 77,032 1,304
事業活動収支差額 △ 2,464 △ 2,080 △ 384

Ⅱ．投資活動収支の部
　1 投資活動収入
    ① 特定資産取崩収入 2,186 2,080 106
 　 　　   退職積立基金取崩収入 0 0 0
 　 　　   国際会議基金取崩収入 86 80 6 2022決算ベース

 　 　　   国際交流基金取崩収入 1,700 1,700 0 2022予算ベース

  　　　   協会賞基金取崩収入 100 100 0 2022予算ベース

 　 　　   功績賞基金取崩収入 100 0 100 2023見込み

  　　　   奨励賞基金取崩収入 200 200 0 2021予算ベース

投資活動収入計 2,186 2,080 106
　2 投資活動支出
    ① 特定資産取得支出 0 0 0
    ② 固定資産取得支出 0 0 0
 　 　　     国際交流基金 0

投資活動支出計 0 0 0
投資活動収支差額 2,186 2,080 106

Ⅲ．財務活動収支の部
　1 財務活動収入 0 0 0
　2 財務活動支出 0 0 0

財務活動収支差額 0 0 0
Ⅳ．予備費支出 0 0 0

       当期収支差額 △ 278 0 △ 278
前期繰越収支差額 5,270 △ 294 5,564
次期繰越収支差額 4,992 △ 294 5,286

　（注）　1.  収支予算書は「公益法人会計における内部管理事項について」（平成17年3月23日公益法人等の　
  　　　　　　指導監督等に関する関係省庁連絡会議幹事会申合せ）に示された3区分の様式により作成している。
　　　　　2.　借入金限度額　0円
　　　　　3.　債務負担額　なし
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一般社団法人日本ゴム協会
収益事業会計 （単位：千円）

科　　目 予算額 前年度予算額 増減 備　考
Ⅰ．事業活動収支の部
　1 事業活動収入
    ① 事業収入 2,260 2,260 0
    　　　出版物収入 2,110 2,110 0
    　　　　　ゴム技術基礎収入 1,500 1,500 0 2022予算ベース

    　　　　　ゴム用語辞典収入 540 540 0 2022予算ベース

    　　　　　ゴム技術入門収入 50 50 0 2022予算ベース

    　　　　　免震ハンドブック 20 20 0 2022予算ベース

    　　　広告料収入 0 0 0
    　　　印税収入 150 150 0 2022予算ベース

    ② 雑収入 320 320 0 2022予算ベース

事業活動収入計 2,580 2,580 0
　2 事業活動支出
    ① 事業費支出 2,550 2,550 0
      　  出版費支出 390 390 0
       　     印刷費支出 0 0 0
       　　   会議費支出 0 0 0 2022予算ベース

       　　   通信費支出 10 10 0 2022予算ベース

     　　　   事務所費支出 250 250 0 2022予算ベース

       　　   消耗品費支出 10 10 0 2022予算ベース

       　　   発送費支出 60 60 0 2022予算ベース

       　　   旅費交通費支出 0 0 0 2022予算ベース

     　　　   事務費支出 60 60 0 2022予算ベース

        　貯蔵品減少費支出 0 0 0
        　書籍購入費支出 600 600 0 2022予算ベース

        　人件費支出 1,257 1,257 0
     　　　   給料手当支出 1,025 1,025 0 2022予算ベース

    　 　　   福利厚生費支出 176 176 0 2022予算ベース

      　　　　通勤費支出 36 36 0 2022予算ベース

      　　　　中退共済掛金支出 20 20 0 2022予算ベース

      　　　　退職金支出 0 0 0
          公租公課支出 300 300 0 2022予算ベース

          雑支出 3 3 0 2022予算ベース

事業活動支出計 2,550 2,550 0
事業活動収支差額 30 30 0

Ⅱ．投資活動収支の部
　1 投資活動収入 0 0 0
　2 投資活動支出 0 0 0

投資活動収支差額 0 0 0
Ⅲ．財務活動収支の部
　1 財務活動収入 0 0 0
　2 財務活動支出 0 0 0

財務活動収支差額 0 0 0
Ⅳ．予備費支出 30 30 0 2022予算ベース

       当期収支差額 0 0 0
前期繰越収支差額 3,554 2,689 865
次期繰越収支差額 3,554 2,689 865

　（注）　1.  収支予算書は「公益法人会計における内部管理事項について」（平成17年3月23日公益法人等の　
  　　　　　　指導監督等に関する関係省庁連絡会議幹事会申合せ）に示された3区分の様式により作成している。
　　　　　2.　借入金限度額　0円
　　　　　3.　債務負担額　なし

収収支支予予算算書書
(2023年4月1日から2024年3月31日まで）

一般社団法人日本ゴム協会
支部会計 （単位：千円）

科　　目
予算額 前年度予算額 増　減

備　考

Ⅰ．事業活動収支の部
　1 事業活動収入
    ① 事業収入 19,046 17,866 1,180
    　　　交付金収入 1,726 1,792 △ 66
  　　　　講演会収入 3,150 1,742 1,408
　　　　　講習会収入 9,450 10,120 △ 670
　　　　　見学会収入 630 580 50
　　　　　セミナー収入 3,536 2,907 629
　　　　　交流会収入 250 400 △ 150
　　　　　会議費収入 74 50 24
　　　　　出版物収入 230 185 45
　　　　　60周年記念式典収入 0 90 △ 90
    ② 雑収入 10 17 △ 7

事業活動収入計 19,056 17,883 1,173
　2 事業活動支出
    ① 事業費支出 20,323 19,386 938
      　  講演会費支出 2,840 1,348 1,492
　　　　 講習会費支出 3,260 2,854 406
          見学会費支出 206 351 △ 145
          セミナー費支出 900 1,282 △ 382
          交流会費支出 275 536 △ 261
          会議費支出 1,180 572 608
          印刷費支出 100 200 △ 100
          消耗品費支出 270 155 115
          通信費支出 590 502 88
          旅費交通費支出 756 424 332
          事務所費支出 1,586 884 702
          人件費支出 7,910 7,920 △ 10
          書籍代支出 215 230 △ 15
          雑支出 165 208 △ 43
          公租公課支出 70 70 0
　　　　 ６０周年記念式典支出 0 1,850 △ 1,850

事業活動支出計 20,323 19,386 938
事業活動収支差額 △ 1,267 △ 1,502 235

Ⅱ．投資活動収支の部
　1 投資活動収入 0 0 0
　2 投資活動支出 0 0 0

投資活動収支差額 0 0 0
Ⅲ．財務活動収支の部
　1 財務活動収入 0 0 0
　2 財務活動支出 0 0 0

財務活動収支差額 0 0 0
Ⅳ．予備費支出 30 30 0

       当期収支差額 △ 1,297 △ 1,532 235
前期繰越収支差額 19,995 23,159 △ 3,164
次期繰越収支差額 18,698 21,627 △ 2,929

（注）　1.  収支予算書は「公益法人会計における内部管理事項について」（平成17年3月23日公益法人等の　

  　　　　　指導監督等に関する関係省庁連絡会議幹事会申合せ）に示された3区分の様式により作成している。

　　　　　2.　借入金限度額　0円

　　　　　3.　債務負担額　なし

収収支支予予算算書書
(2023年4月1日から2024年3月31日まで）
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一般社団法人日本ゴム協会
支部会計 （単位：千円）

科　　目
予算額 前年度予算額 増　減

備　考

Ⅰ．事業活動収支の部
　1 事業活動収入
    ① 事業収入 19,046 17,866 1,180
    　　　交付金収入 1,726 1,792 △ 66
  　　　　講演会収入 3,150 1,742 1,408
　　　　　講習会収入 9,450 10,120 △ 670
　　　　　見学会収入 630 580 50
　　　　　セミナー収入 3,536 2,907 629
　　　　　交流会収入 250 400 △ 150
　　　　　会議費収入 74 50 24
　　　　　出版物収入 230 185 45
　　　　　60周年記念式典収入 0 90 △ 90
    ② 雑収入 10 17 △ 7

事業活動収入計 19,056 17,883 1,173
　2 事業活動支出
    ① 事業費支出 20,323 19,386 938
      　  講演会費支出 2,840 1,348 1,492
　　　　 講習会費支出 3,260 2,854 406
          見学会費支出 206 351 △ 145
          セミナー費支出 900 1,282 △ 382
          交流会費支出 275 536 △ 261
          会議費支出 1,180 572 608
          印刷費支出 100 200 △ 100
          消耗品費支出 270 155 115
          通信費支出 590 502 88
          旅費交通費支出 756 424 332
          事務所費支出 1,586 884 702
          人件費支出 7,910 7,920 △ 10
          書籍代支出 215 230 △ 15
          雑支出 165 208 △ 43
          公租公課支出 70 70 0
　　　　 ６０周年記念式典支出 0 1,850 △ 1,850

事業活動支出計 20,323 19,386 938
事業活動収支差額 △ 1,267 △ 1,502 235

Ⅱ．投資活動収支の部
　1 投資活動収入 0 0 0
　2 投資活動支出 0 0 0

投資活動収支差額 0 0 0
Ⅲ．財務活動収支の部
　1 財務活動収入 0 0 0
　2 財務活動支出 0 0 0

財務活動収支差額 0 0 0
Ⅳ．予備費支出 30 30 0

       当期収支差額 △ 1,297 △ 1,532 235
前期繰越収支差額 19,995 23,159 △ 3,164
次期繰越収支差額 18,698 21,627 △ 2,929

（注）　1.  収支予算書は「公益法人会計における内部管理事項について」（平成17年3月23日公益法人等の　

  　　　　　指導監督等に関する関係省庁連絡会議幹事会申合せ）に示された3区分の様式により作成している。

　　　　　2.　借入金限度額　0円

　　　　　3.　債務負担額　なし

収収支支予予算算書書
(2023年4月1日から2024年3月31日まで）

P01-51.indd   41P01-51.indd   41 2023/05/12   8:42:472023/05/12   8:42:47



（42）
 

各  賞  の  表  彰  
一般社団法人日本ゴム協会 

 

●名誉会員推戴 小野 勝道 氏 

一般社団法人日本ゴム協会定款第5条第2項・第3項および

本会名誉会員推薦規定に基づき名誉会員に推戴する． 

氏は副会長・理事・関東支部長などを歴任され，本会の

発展に貢献された．またIRC2005YOKOHAMAの際には，会場

運営委員会委員長を務められ，本会の活動にご尽力いた

だいた．これらの功績は多大である． 

●第35回日本ゴム協会賞 

業績の名称：強靭な官能性スチレン系熱可塑性エラスト

マーの研究開発 

受 賞 者：名古屋大学 野呂 篤史 氏 

名古屋大学 梶田 貴都 氏 

日本ゼオン株式会社 小田 亮二 氏 

日本ゼオン株式会社 橋本 貞治 氏 

●第61回ゴム技術功績賞 

 平田  靖 氏 

 隠塚 裕之 氏 

●第70回優秀論文賞 

受賞論文：不溶性硫黄の収量及び熱安定性に及ぼす後熱

処理の効果とそのESR測定による機構解明 

寺田直樹氏・高下勝滋氏・山口徹平氏・ 

駒口健治氏・早川愼二郎氏・堤宏守氏 

●第78回ゴム技術進歩賞 

研究課題：リサイクルゴム粉をブレンドした引張特性の

均一度が高い加硫ゴム 

受 賞 者：タイガースポリマー株式会社 

 中村 哲也 氏 

●第15回日本ゴム協会科学技術奨励賞 

研究の名称：表面形状設計に基づいたゴム材料のトライ

ボ特性制御 

受 賞 者：名古屋工業大学 前川  覚 氏 

●第16回CERI若手奨励賞 

研究の名称：改変短鎖シスプレニルトランスフェラーゼ

による新奇バイオポリマー合成 

受 賞 者：住友ゴム工業株式会社 山口 晴彦 氏 

●第14回ブリヂストンソフトマテリアルフロンティア賞 

研究の名称：ゴム添加系新規高性能ポリマーアロイの開

発および破壊メカニズムの解明 

受 賞 者：山形大学大学院 西辻祥太郎 氏 

・奨励賞 

研究の名称：結合交換を駆使したサスティナブル架橋樹

脂の開発 

受 賞 者：名古屋工業大学 林  幹大 氏 

研究の名称：放射線可視化高分子複合材料の開発 

受 賞 者：京都工芸繊維大学 木梨 憲司 氏 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第35回日本ゴム協会賞審査報告 
日本ゴム協会賞委員会 

委員長 斎藤 拓 
 

 

日本ゴム協会賞は，社団法人日本ゴム協会創立60周年を記念して設立されたゴムならびにその周辺領域における科

学，技術又はその産業分野の発展に寄与し，その業績が極めて顕著な本会会員に対して授与される名誉ある賞である． 

日本ゴム協会賞受賞者選定規定に基づき日本ゴム協会誌に告示し，会員，本会各支部，関連する他学協会代表者へ

の推薦依頼をした．推薦締切日の2022年11月30日までに1件の推薦が本賞選考委員会にあった．日本ゴム協会賞委員会

を2023年2月28日に開催し，推薦者からの提出資料，被推薦者からの説明に基づいて，推薦理由，実績，ならびにゴム

関連業界への貢献度などについて厳正な審査を行った．その結果，推薦された候補は受賞推薦候補に相応しいと委員

会は判断した．選定規定に基づき，委員長を除く出席委員の無記名投票を行った結果，1件の推薦候補が選考された． 

本選考委員会の審議結果が理事会に報告され，理事会は下記1件の推薦候補を第35回日本ゴム協会賞受賞者と決定し

た． 

 

（（１１））受受賞賞業業績績名名：：強強靱靱なな官官能能性性ススチチレレンン系系熱熱可可塑塑性性エエララスストトママーーのの研研究究開開発発 

受賞者：野呂 篤史（名古屋大学），梶田 貴都（名古屋大学），小田 亮二（日本ゼオン株式会社）， 

橋本 貞治（日本ゼオン株式会社） 

受賞理由：柔軟性・伸縮性と加工性を併せ持った熱可塑性エラストマーの需要は年々増しており，軽量でありな

がらより高強度で高靭性な（強靱な）熱可塑性エラストマーが求められている．野呂氏らのグループ

はポリスチレン-b-ポリイソプレン-b-ポリスチレントリブロック共重合体（SIS）に官能基を導入した

新規で強靱な熱可塑性エラストマーの開発に成功した．その中でもイオン性官能基を導入した i-SIS

ではイオン間相互作用により従来の SIS に比べて 4 倍以上の強度，靱性が発現され，ガラス繊維強化

プラスチックの耐衝撃性も凌駕して金属製車体部品を代替しうる材料が創成された．軽量で強靱な i-

SIS に耐久性を付与していくことで脱炭素社会の実現に貢献できると期待される．開発された i-SIS に

対して日米で 3 件の特許が成立して国際競争力も十分に有しており，自動車業界からも高い関心が寄

せられている．さらに野呂氏らの i-SIS に関する研究は著名な雑誌に掲載されており基礎科学的な見

地でも高く評価されている．i-SIS の生産には日本ゼオン（株）にある既存の SIS の生産設備を活用で

き，研究の進展により新たな官能性 SIS の上市も期待される．以上の成果は，ゴム産業の科学・技術

の発展に大きく寄与する極めて顕著な業績であると考えられることから，本賞の受賞に十分値するも

のと認められた． 
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各  賞  の  表  彰  
一般社団法人日本ゴム協会 

 

●名誉会員推戴 小野 勝道 氏 

一般社団法人日本ゴム協会定款第5条第2項・第3項および

本会名誉会員推薦規定に基づき名誉会員に推戴する． 

氏は副会長・理事・関東支部長などを歴任され，本会の

発展に貢献された．またIRC2005YOKOHAMAの際には，会場

運営委員会委員長を務められ，本会の活動にご尽力いた

だいた．これらの功績は多大である． 

●第35回日本ゴム協会賞 

業績の名称：強靭な官能性スチレン系熱可塑性エラスト

マーの研究開発 

受 賞 者：名古屋大学 野呂 篤史 氏 

名古屋大学 梶田 貴都 氏 

日本ゼオン株式会社 小田 亮二 氏 

日本ゼオン株式会社 橋本 貞治 氏 

●第61回ゴム技術功績賞 

 平田  靖 氏 

 隠塚 裕之 氏 

●第70回優秀論文賞 

受賞論文：不溶性硫黄の収量及び熱安定性に及ぼす後熱

処理の効果とそのESR測定による機構解明 

寺田直樹氏・高下勝滋氏・山口徹平氏・ 

駒口健治氏・早川愼二郎氏・堤宏守氏 

●第78回ゴム技術進歩賞 

研究課題：リサイクルゴム粉をブレンドした引張特性の

均一度が高い加硫ゴム 

受 賞 者：タイガースポリマー株式会社 

 中村 哲也 氏 

●第15回日本ゴム協会科学技術奨励賞 

研究の名称：表面形状設計に基づいたゴム材料のトライ

ボ特性制御 

受 賞 者：名古屋工業大学 前川  覚 氏 

●第16回CERI若手奨励賞 

研究の名称：改変短鎖シスプレニルトランスフェラーゼ

による新奇バイオポリマー合成 

受 賞 者：住友ゴム工業株式会社 山口 晴彦 氏 

●第14回ブリヂストンソフトマテリアルフロンティア賞 

研究の名称：ゴム添加系新規高性能ポリマーアロイの開

発および破壊メカニズムの解明 

受 賞 者：山形大学大学院 西辻祥太郎 氏 

・奨励賞 

研究の名称：結合交換を駆使したサスティナブル架橋樹

脂の開発 

受 賞 者：名古屋工業大学 林  幹大 氏 

研究の名称：放射線可視化高分子複合材料の開発 

受 賞 者：京都工芸繊維大学 木梨 憲司 氏 

 

 

 

 

 

 

 

第35回日本ゴム協会賞審査報告 
日本ゴム協会賞委員会 

委員長 斎藤 拓 
 

 

日本ゴム協会賞は，社団法人日本ゴム協会創立60周年を記念して設立されたゴムならびにその周辺領域における科

学，技術又はその産業分野の発展に寄与し，その業績が極めて顕著な本会会員に対して授与される名誉ある賞である． 

日本ゴム協会賞受賞者選定規定に基づき日本ゴム協会誌に告示し，会員，本会各支部，関連する他学協会代表者へ

の推薦依頼をした．推薦締切日の2022年11月30日までに1件の推薦が本賞選考委員会にあった．日本ゴム協会賞委員会

を2023年2月28日に開催し，推薦者からの提出資料，被推薦者からの説明に基づいて，推薦理由，実績，ならびにゴム

関連業界への貢献度などについて厳正な審査を行った．その結果，推薦された候補は受賞推薦候補に相応しいと委員

会は判断した．選定規定に基づき，委員長を除く出席委員の無記名投票を行った結果，1件の推薦候補が選考された． 

本選考委員会の審議結果が理事会に報告され，理事会は下記1件の推薦候補を第35回日本ゴム協会賞受賞者と決定し

た． 

 

（（１１））受受賞賞業業績績名名：：強強靱靱なな官官能能性性ススチチレレンン系系熱熱可可塑塑性性エエララスストトママーーのの研研究究開開発発 

受賞者：野呂 篤史（名古屋大学），梶田 貴都（名古屋大学），小田 亮二（日本ゼオン株式会社）， 

橋本 貞治（日本ゼオン株式会社） 

受賞理由：柔軟性・伸縮性と加工性を併せ持った熱可塑性エラストマーの需要は年々増しており，軽量でありな

がらより高強度で高靭性な（強靱な）熱可塑性エラストマーが求められている．野呂氏らのグループ

はポリスチレン-b-ポリイソプレン-b-ポリスチレントリブロック共重合体（SIS）に官能基を導入した

新規で強靱な熱可塑性エラストマーの開発に成功した．その中でもイオン性官能基を導入した i-SIS

ではイオン間相互作用により従来の SIS に比べて 4 倍以上の強度，靱性が発現され，ガラス繊維強化

プラスチックの耐衝撃性も凌駕して金属製車体部品を代替しうる材料が創成された．軽量で強靱な i-

SIS に耐久性を付与していくことで脱炭素社会の実現に貢献できると期待される．開発された i-SIS に

対して日米で 3 件の特許が成立して国際競争力も十分に有しており，自動車業界からも高い関心が寄

せられている．さらに野呂氏らの i-SIS に関する研究は著名な雑誌に掲載されており基礎科学的な見

地でも高く評価されている．i-SIS の生産には日本ゼオン（株）にある既存の SIS の生産設備を活用で

き，研究の進展により新たな官能性 SIS の上市も期待される．以上の成果は，ゴム産業の科学・技術

の発展に大きく寄与する極めて顕著な業績であると考えられることから，本賞の受賞に十分値するも

のと認められた． 
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第61回ゴム技術功績賞審査報告 
ゴム技術功績委員会 

委員長 川治 信介 
 

 

ゴム技術功績賞は日本ゴム協会創立35周年を記念し，ゴム技術有功賞として設立され，2020年に現在の名称に変更

した賞である．本賞はゴム及びプラスチック工業に関する技術の向上に顕著な功績があり，日本ゴム協会及び日本ゴ

ム工業会に貢献のあった本会会員に授与する賞で，副賞は精工化学株式会社から寄付のご支援を受けた基金によるも

のである． 

第61回ゴム技術功績賞受賞候補者推薦について，日本ゴム協会誌第95巻第9-11号に推薦依頼の会告を掲載したとこ

ろ，2名の推薦があった．2023年2月28日に本委員会を開催し，本章の趣旨の観点から討議を行い，充分な功績である

ことを確認した． 

受賞者選定規定に基づき審議の結果，下記2名の候補者を第61回ゴム技術功績賞候補者として全会一致で選定した．

本委員会の審議結果を理事会に報告し，2名の方が受賞者として承認された． 

 

受賞者 平田 靖 

平田靖氏は 1979 年株式会社ブリヂストンに入社され，タイヤ用のゴム配合技術の研究開発に従事され，近代のタイ

ヤの高性能化，高品質化に大きく貢献した．例えば，冬用タイヤにおいては，スタッドタイヤが粉塵による環境問題

で規制される中，発泡ゴムを用いたマルチセルコンパウンドは，高い氷上摩擦力を発現することを見出し，この配合

技術の開発により冬の雪道の安全，安心に貢献された． 

更には，シリカを利用した低燃費タイヤの開発に取り組まれた．シリカはカーボンブラックと比較してゴム中への

分散性が悪く，そのため，新たな加工技術の開発やシリカ分散材の開発に注力され，環境負荷の小さい新たなタイヤ

用ゴムの配合技術構築に貢献されている． 

2014 年に大塚化学株式会社に移られてからは，新規のゴム薬の開発とその用途探索を精力的に実施された．天然ゴ

ムのリバージョンによる物性低下の抑制や tanδの低減，大幅な引き裂き力の向上，シリカの高度分散化などを，それ

ぞれ実現する従来にはなかったゴム薬を開発し，タイヤを始めとするゴム製品での利用が開始されている． 

上記で紹介したゴム配合技術や加工技術は，ゴム協会誌をはじめとする様々な雑誌の総説等として公開されており，

国内のゴム関連企業や研究機関に広く周知された．また，ゴム協会のゴム技術シンポジウムなどの講演会に積極的に

登壇され，こうした技術の解説をされており，同氏が研究開発されたゴム配合技術や加工技術の波及効果は極めて大

きいと言える． 

更に，長きにわたってゴム協会の運営にご尽力され，会長を務められた際にはゴム協会の将来構想を策定し，広報

活動にも力を入れ，ゴムに関わる研究者，技術者の交流を盛んなものとし，ゴム技術の普及・発展に大きく貢献され

ている． 

これらの点に鑑みて，同氏の功績は，ゴム技術功績賞にふさわしいと認められる． 

 

受賞者 隠塚 裕之 

隠塚裕之氏は 1983 年に財団法人化学品検査協会（現一般財団法人化学物質評価研究機構）に入社され，1992 年から

JIS 作成・改正及び ISO との整合化を行った．1996 年に規格作成母体が日本ゴム工業会に移管され，ISO/TC45 国内審

議委員会として，ゴム関連の JIS 制定・改正，ISO 制定・改正及び国際標準化活動を行った．JIS 及び ISO の制定・改

正に関しては，入門講座や技術講演を通じて，改正されたポイントや注意点を講義して，新規の評価技術を広めて，

又，最新の規格を用いるように啓蒙を行った．また，試験油の変更の際には分科会で膨大なラウンドロビンテストを

行い，その実測データを公開することで，業界各社において生じる技術的な対応を手助けし，標準化を推進する中心

的な役割を担った．また，国際標準化活動に関しては，引張試験の JIS 3 号ダンベルを ISO37 のダンベル 1A として提

 

案し，登録された．JIS 3 号ダンベルは日本においては歴史が古く，ほとんどのゴム関連企業が 3 号ダンベルのデータ

しか保持していなかった．もし，この 3 号ダンベルが削除されていたら，ゴム業界の損失額は数百億円に上ると試算

され，過去 50 年間に渡る膨大なデータが消滅する危機を回避することができた． 

さらに，過去30年以上にわたり入門講座などの講師を行い，ゴムは人間の五感を通じて理解する点に重きを置いて，

分かり難いゴム技術を身近に捉えられるように実習や講義を行った．また，ゴム協会研究部会（成形加工，練り）に

所属し，最新の技術と触れ合い，刺激を受けることで新たな研究テーマを探索し，シンポジウム等で公開することで

技術者への啓蒙を図った． 
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第61回ゴム技術功績賞審査報告 
ゴム技術功績委員会 

委員長 川治 信介 
 

 

ゴム技術功績賞は日本ゴム協会創立35周年を記念し，ゴム技術有功賞として設立され，2020年に現在の名称に変更

した賞である．本賞はゴム及びプラスチック工業に関する技術の向上に顕著な功績があり，日本ゴム協会及び日本ゴ

ム工業会に貢献のあった本会会員に授与する賞で，副賞は精工化学株式会社から寄付のご支援を受けた基金によるも

のである． 

第61回ゴム技術功績賞受賞候補者推薦について，日本ゴム協会誌第95巻第9-11号に推薦依頼の会告を掲載したとこ

ろ，2名の推薦があった．2023年2月28日に本委員会を開催し，本章の趣旨の観点から討議を行い，充分な功績である

ことを確認した． 

受賞者選定規定に基づき審議の結果，下記2名の候補者を第61回ゴム技術功績賞候補者として全会一致で選定した．

本委員会の審議結果を理事会に報告し，2名の方が受賞者として承認された． 

 

受賞者 平田 靖 

平田靖氏は 1979 年株式会社ブリヂストンに入社され，タイヤ用のゴム配合技術の研究開発に従事され，近代のタイ

ヤの高性能化，高品質化に大きく貢献した．例えば，冬用タイヤにおいては，スタッドタイヤが粉塵による環境問題

で規制される中，発泡ゴムを用いたマルチセルコンパウンドは，高い氷上摩擦力を発現することを見出し，この配合

技術の開発により冬の雪道の安全，安心に貢献された． 

更には，シリカを利用した低燃費タイヤの開発に取り組まれた．シリカはカーボンブラックと比較してゴム中への

分散性が悪く，そのため，新たな加工技術の開発やシリカ分散材の開発に注力され，環境負荷の小さい新たなタイヤ

用ゴムの配合技術構築に貢献されている． 

2014 年に大塚化学株式会社に移られてからは，新規のゴム薬の開発とその用途探索を精力的に実施された．天然ゴ

ムのリバージョンによる物性低下の抑制や tanδの低減，大幅な引き裂き力の向上，シリカの高度分散化などを，それ

ぞれ実現する従来にはなかったゴム薬を開発し，タイヤを始めとするゴム製品での利用が開始されている． 

上記で紹介したゴム配合技術や加工技術は，ゴム協会誌をはじめとする様々な雑誌の総説等として公開されており，

国内のゴム関連企業や研究機関に広く周知された．また，ゴム協会のゴム技術シンポジウムなどの講演会に積極的に

登壇され，こうした技術の解説をされており，同氏が研究開発されたゴム配合技術や加工技術の波及効果は極めて大

きいと言える． 

更に，長きにわたってゴム協会の運営にご尽力され，会長を務められた際にはゴム協会の将来構想を策定し，広報

活動にも力を入れ，ゴムに関わる研究者，技術者の交流を盛んなものとし，ゴム技術の普及・発展に大きく貢献され

ている． 

これらの点に鑑みて，同氏の功績は，ゴム技術功績賞にふさわしいと認められる． 

 

受賞者 隠塚 裕之 

隠塚裕之氏は 1983 年に財団法人化学品検査協会（現一般財団法人化学物質評価研究機構）に入社され，1992 年から

JIS 作成・改正及び ISO との整合化を行った．1996 年に規格作成母体が日本ゴム工業会に移管され，ISO/TC45 国内審

議委員会として，ゴム関連の JIS 制定・改正，ISO 制定・改正及び国際標準化活動を行った．JIS 及び ISO の制定・改

正に関しては，入門講座や技術講演を通じて，改正されたポイントや注意点を講義して，新規の評価技術を広めて，

又，最新の規格を用いるように啓蒙を行った．また，試験油の変更の際には分科会で膨大なラウンドロビンテストを

行い，その実測データを公開することで，業界各社において生じる技術的な対応を手助けし，標準化を推進する中心

的な役割を担った．また，国際標準化活動に関しては，引張試験の JIS 3 号ダンベルを ISO37 のダンベル 1A として提

 

案し，登録された．JIS 3 号ダンベルは日本においては歴史が古く，ほとんどのゴム関連企業が 3 号ダンベルのデータ

しか保持していなかった．もし，この 3 号ダンベルが削除されていたら，ゴム業界の損失額は数百億円に上ると試算

され，過去 50 年間に渡る膨大なデータが消滅する危機を回避することができた． 

さらに，過去30年以上にわたり入門講座などの講師を行い，ゴムは人間の五感を通じて理解する点に重きを置いて，

分かり難いゴム技術を身近に捉えられるように実習や講義を行った．また，ゴム協会研究部会（成形加工，練り）に

所属し，最新の技術と触れ合い，刺激を受けることで新たな研究テーマを探索し，シンポジウム等で公開することで

技術者への啓蒙を図った． 

これらの点に鑑みて，同氏の功績は，ゴム技術功績賞にふさわしいと認められる． 
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第70回優秀論文賞審査報告 
優秀論文賞推薦委員会 

委員長 中嶋 健 
 

 

優秀論文賞は日本ゴム協会創立25周年を記念して設定された賞であり，優秀論文賞受賞者選定規定に基づき，過去3

年間に日本ゴム協会誌に発表された論文の中から毎年優秀なもの2件以内に対し授与される．なお，副賞は大内新興化

学工業株式会社のご支援によるものである．今回はその第70回にあたり，2019年10月号(第92巻10号)から2022年9月号

(第95巻9号)までの3年間に掲載された既受賞論文1件を除く25論文を対象として，優秀論文賞推薦委員会委員に2件の

優秀論文の推薦を依頼した．その結果，2名以上の委員から推薦があった上位5論文について，委員会委員による投票

をいただき，上位3論文を選定した．委員長はこの3件の論文について，推薦理由書を作成し，2023年1月23日に2022年

度優秀論文賞推薦委員会を開催し，第70回優秀論文賞受賞候補論文の選定について慎重に審議した．その結果，下記

の1論文を受賞候補論文として決定した．委員長より2023年1月23日開催の理事会にてこの結果が報告され，審議の結

果承認された． 

 

１．「不溶性硫黄の収量及び熱安定性に及ぼす後熱処理の効果とそのESR測定による機構解明」 

三新化学工業・山口大学 寺田直樹 

三新化学工業 高下勝滋 

広島大学 山口徹平・駒口健治・早川愼二郎 

山口大学 堤宏守 

 

溶媒に不溶である不溶性硫黄は構造解析が困難であるが，本論文で著者らは電子スピン共鳴（ESR）測定に基づく鎖

長評価法を独自に開発した．この評価法を応用することにより，不溶性硫黄の後熱処理過程で起こっている現象を詳

細に解析した．またそれによって，加硫ゴム配合において不可欠な不溶性硫黄の熱安定性向上を目的とした，後熱処

理条件の適正化検討を行うことに成功した．本論文の価値は不溶性硫黄だけに限定されない．その過程で解析された

硫黄のラジカルの挙動に関する考察はゴムの加硫機構や劣化機構の解明においても参考にすべきところが多数あり，

非常に独創的な解析内容を含んでいる．以上より，本研究論文は優秀論文賞に相応しいと判断される． 

 

  

 

第78回ゴム技術進歩賞審査報告 
一般社団法人日本ゴム協会 

ゴム技術進歩賞委員会 

委員長 渡邊 智子 
 

 

ゴム技術進歩賞は，日本ゴム協会創立15周年（1943年）を記念して，村岡ゴム工業株式会社のご厚意により設けら

れたものであり，長年にわたりゴム技術の向上に貢献してきた名誉ある賞である． 

2022年度は進歩賞の課題として「リサイクルゴム粉をブレンドした引張特性の均一度が高い加硫ゴム」を設定し，

会員各位からの応募を募った．期限までに日本ゴム協会正会員から1件の応募をいただき，委員会審議を経て下記の受

賞者を決定した． 

 

第78回ゴム技術進歩賞受賞者  タイガースポリマー株式会社 中村 哲也 

 

審査経緯は下記に示す通りである． 

1. 研究課題の設定 

2022年7月27日に開催されたゴム技術進歩賞委員会において，「リサイクルゴム粉をブレンドした引張特性の均一度

が高い加硫ゴム」を2022年度の課題とすることに決定した． 

ゴム材料の条件は，引張強さ 7MPa以上，硬さ A60以下，本会が指定するゴム粉をゴムコンパウンド全体の30％以

上（質量比）使用する，ゴム粉の化学的・物理的処理は自由とすることとした． 

 

測定条件・評価方法 

① 引張試験：ダンベル状3号形試験片を用いてJIS K6251：2017に従いn=10で行う． 

       抗張積 ＝ 引張強さ(MPa)×切断時伸び(%) とする． 

② 硬さ試験：JIS K6253-3：2012に従い行う． 

③ 提出試験片の形状：縦150㎜±5㎜，横150㎜±5㎜，厚さ2㎜±0.2㎜のシート3枚 

④ 審査判定条件：1）抗張積10300±100以上，且つばらつきが最小のものを1位とする．（抗張積10300は，第66回ゴ

ム技術進歩賞受賞試料の有効数字3桁表示）ばらつきの評価は以下の式に従う． 

 

 

 

  σは標準偏差，x_iは抗張積の各結果，¯xは抗張積の算術平均，nは試験片数10 

2）ばらつきの同値1位が複数あった場合は，抗張積が最大のものを1位とする． 

 

応募試料の評価機関：応募試料の物性測定は一般財団法人化学物質評価研究機構に依頼する． 

以上を日本ゴム協会誌第95巻9号から第96巻1号に会告し，2023年1月31日を締切りとして募集した． 

 

2. 提出試料の評価 

提出された試料は一般財団法人化学物質評価研究機構に物性測定を依頼した．2023年2月28日にオンライン委員会を

行い，申請者からの測定結果と一般財団法人化学物質評価研究機構での測定結果を併せて慎重に審議した． 
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優秀論文賞推薦委員会 

委員長 中嶋 健 
 

 

優秀論文賞は日本ゴム協会創立25周年を記念して設定された賞であり，優秀論文賞受賞者選定規定に基づき，過去3

年間に日本ゴム協会誌に発表された論文の中から毎年優秀なもの2件以内に対し授与される．なお，副賞は大内新興化

学工業株式会社のご支援によるものである．今回はその第70回にあたり，2019年10月号(第92巻10号)から2022年9月号

(第95巻9号)までの3年間に掲載された既受賞論文1件を除く25論文を対象として，優秀論文賞推薦委員会委員に2件の

優秀論文の推薦を依頼した．その結果，2名以上の委員から推薦があった上位5論文について，委員会委員による投票

をいただき，上位3論文を選定した．委員長はこの3件の論文について，推薦理由書を作成し，2023年1月23日に2022年

度優秀論文賞推薦委員会を開催し，第70回優秀論文賞受賞候補論文の選定について慎重に審議した．その結果，下記

の1論文を受賞候補論文として決定した．委員長より2023年1月23日開催の理事会にてこの結果が報告され，審議の結

果承認された． 

 

１．「不溶性硫黄の収量及び熱安定性に及ぼす後熱処理の効果とそのESR測定による機構解明」 

三新化学工業・山口大学 寺田直樹 

三新化学工業 高下勝滋 

広島大学 山口徹平・駒口健治・早川愼二郎 

山口大学 堤宏守 

 

溶媒に不溶である不溶性硫黄は構造解析が困難であるが，本論文で著者らは電子スピン共鳴（ESR）測定に基づく鎖

長評価法を独自に開発した．この評価法を応用することにより，不溶性硫黄の後熱処理過程で起こっている現象を詳

細に解析した．またそれによって，加硫ゴム配合において不可欠な不溶性硫黄の熱安定性向上を目的とした，後熱処

理条件の適正化検討を行うことに成功した．本論文の価値は不溶性硫黄だけに限定されない．その過程で解析された

硫黄のラジカルの挙動に関する考察はゴムの加硫機構や劣化機構の解明においても参考にすべきところが多数あり，

非常に独創的な解析内容を含んでいる．以上より，本研究論文は優秀論文賞に相応しいと判断される． 

 

  

 

第78回ゴム技術進歩賞審査報告 
一般社団法人日本ゴム協会 

ゴム技術進歩賞委員会 

委員長 渡邊 智子 
 

 

ゴム技術進歩賞は，日本ゴム協会創立15周年（1943年）を記念して，村岡ゴム工業株式会社のご厚意により設けら

れたものであり，長年にわたりゴム技術の向上に貢献してきた名誉ある賞である． 

2022年度は進歩賞の課題として「リサイクルゴム粉をブレンドした引張特性の均一度が高い加硫ゴム」を設定し，

会員各位からの応募を募った．期限までに日本ゴム協会正会員から1件の応募をいただき，委員会審議を経て下記の受

賞者を決定した． 

 

第78回ゴム技術進歩賞受賞者  タイガースポリマー株式会社 中村 哲也 

 

審査経緯は下記に示す通りである． 

1. 研究課題の設定 

2022年7月27日に開催されたゴム技術進歩賞委員会において，「リサイクルゴム粉をブレンドした引張特性の均一度

が高い加硫ゴム」を2022年度の課題とすることに決定した． 

ゴム材料の条件は，引張強さ 7MPa以上，硬さ A60以下，本会が指定するゴム粉をゴムコンパウンド全体の30％以

上（質量比）使用する，ゴム粉の化学的・物理的処理は自由とすることとした． 

 

測定条件・評価方法 

① 引張試験：ダンベル状3号形試験片を用いてJIS K6251：2017に従いn=10で行う． 

       抗張積 ＝ 引張強さ(MPa)×切断時伸び(%) とする． 

② 硬さ試験：JIS K6253-3：2012に従い行う． 

③ 提出試験片の形状：縦150㎜±5㎜，横150㎜±5㎜，厚さ2㎜±0.2㎜のシート3枚 

④ 審査判定条件：1）抗張積10300±100以上，且つばらつきが最小のものを1位とする．（抗張積10300は，第66回ゴ

ム技術進歩賞受賞試料の有効数字3桁表示）ばらつきの評価は以下の式に従う． 

 

 

 

  σは標準偏差，x_iは抗張積の各結果，¯xは抗張積の算術平均，nは試験片数10 

2）ばらつきの同値1位が複数あった場合は，抗張積が最大のものを1位とする． 

 

応募試料の評価機関：応募試料の物性測定は一般財団法人化学物質評価研究機構に依頼する． 

以上を日本ゴム協会誌第95巻9号から第96巻1号に会告し，2023年1月31日を締切りとして募集した． 

 

2. 提出試料の評価 

提出された試料は一般財団法人化学物質評価研究機構に物性測定を依頼した．2023年2月28日にオンライン委員会を

行い，申請者からの測定結果と一般財団法人化学物質評価研究機構での測定結果を併せて慎重に審議した． 
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3. 受賞者の決定 

一般財団法人化学物質評価研究機構での物性測定の結果，応募試料は引張強さ23.0MPa，硬さA56，抗張積10603であ

り課題を満足していた．外観評価においても問題は認められなかったことから，中村氏を受賞候補者として，理事会

に提案することを決定した． 

 

  

 

第15回日本ゴム協会科学技術奨励賞審査報告 
日本ゴム協会科学技術奨励賞委員会  

委員長 山本 勝宏 

 

 

日本ゴム協会科学技術奨励賞は，本会創立50周年を記念して設定された日本ゴム協会科学技術奨励を見直し，2008

年よりゴムおよびプラスチックに関連する科学および技術の進歩発展に寄与する研究または調査を行っている研究者

（本会会員）に毎年1件，副賞20万円を授与するものである． 

第15回日本ゴム協会科学技術奨励賞の募集要項を2022年の日本ゴム協会誌9月号から11月号に会告として発表し，11

月30日までに2件の応募（推薦）があった． 

2023年2月28日に，2021年度第1回日本ゴム協会科学技術奨励賞委員会を開催し，第15回日本ゴム協会科学技術奨励

賞受賞候補者選定について慎重に審議した．その結果，下記の研究題目で推薦された候補者1名を第15回日本ゴム協会

科学技術奨励賞受賞候補者候補者とし，理事会にて承認された． 

 

受 賞 者：前川 覚 氏（名古屋工業大学） 

研究の名称：表面形状設計に基づいたゴム材料のトライボ特性制御 

 

受賞理由： 

ゴム材料のもつ高い摩耗係数と衝撃吸収性は，タイヤやシューズの安全性を飛躍的に高めている．加えて，ロボッ

トハンドのグリップ部材などへの応用も可能でありゴム産業において重要な役割を果たしている．しかし，この摩擦

メカニズムを完全に予測できる摩耗理論は未解明である．ゴム材料のすべり面の設計には実務者の「経験と勘」に支

えられているところが多い中，本研究者は，ゴム材料の摩擦制御を専門とし，ゴム材料の項柔軟性を積極利用した摩

擦力制御を行うという新しい設計コンセプトを提案するなど，微細表面テクスチャの付与や表面改質，潤滑油の最適

化といった独自の道を拓いており注目されている．さらに3Dプリンター積層造形技術，数値シミュレーションといっ

た近年のモノづくり技術とトライポロジー技術を融合させた，ユニークなドむの摺動面形状設計法を確立した． 

以上のように，同氏の研究成果は，重要で興味深い摩擦理論の創出に大きく貢献できると期待される．さらに，ゴ

ム製機械要素メーカーとの議論の場を展開するなど，新しい概念などを創出する土壌つくりにも貢献している．これ

らの成果は，本奨励賞の趣旨に合致するものと考え，日本ゴム協会科学技術奨励賞を授与することを決定した． 
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3. 受賞者の決定 

一般財団法人化学物質評価研究機構での物性測定の結果，応募試料は引張強さ23.0MPa，硬さA56，抗張積10603であ

り課題を満足していた．外観評価においても問題は認められなかったことから，中村氏を受賞候補者として，理事会

に提案することを決定した． 

 

  

 

第15回日本ゴム協会科学技術奨励賞審査報告 
日本ゴム協会科学技術奨励賞委員会  

委員長 山本 勝宏 
 

 

日本ゴム協会科学技術奨励賞は，本会創立50周年を記念して設定された日本ゴム協会科学技術奨励を見直し，2008

年よりゴムおよびプラスチックに関連する科学および技術の進歩発展に寄与する研究または調査を行っている研究者

（本会会員）に毎年1件，副賞20万円を授与するものである． 

第15回日本ゴム協会科学技術奨励賞の募集要項を2022年の日本ゴム協会誌9月号から11月号に会告として発表し，11

月30日までに2件の応募（推薦）があった． 

2023年2月28日に，2021年度第1回日本ゴム協会科学技術奨励賞委員会を開催し，第15回日本ゴム協会科学技術奨励

賞受賞候補者選定について慎重に審議した．その結果，下記の研究題目で推薦された候補者1名を第15回日本ゴム協会

科学技術奨励賞受賞候補者候補者とし，理事会にて承認された． 

 

受 賞 者：前川 覚 氏（名古屋工業大学） 

研究の名称：表面形状設計に基づいたゴム材料のトライボ特性制御 

 

受賞理由： 

ゴム材料のもつ高い摩耗係数と衝撃吸収性は，タイヤやシューズの安全性を飛躍的に高めている．加えて，ロボッ

トハンドのグリップ部材などへの応用も可能でありゴム産業において重要な役割を果たしている．しかし，この摩擦

メカニズムを完全に予測できる摩耗理論は未解明である．ゴム材料のすべり面の設計には実務者の「経験と勘」に支

えられているところが多い中，本研究者は，ゴム材料の摩擦制御を専門とし，ゴム材料の項柔軟性を積極利用した摩

擦力制御を行うという新しい設計コンセプトを提案するなど，微細表面テクスチャの付与や表面改質，潤滑油の最適

化といった独自の道を拓いており注目されている．さらに3Dプリンター積層造形技術，数値シミュレーションといっ

た近年のモノづくり技術とトライポロジー技術を融合させた，ユニークなゴムの摺動面形状設計法を確立した． 

以上のように，同氏の研究成果は，重要で興味深い摩擦理論の創出に大きく貢献できると期待される．さらに，ゴ

ム製機械要素メーカーとの議論の場を展開するなど，新しい概念などを創出する土壌つくりにも貢献している．これ

らの成果は，本奨励賞の趣旨に合致するものと考え，日本ゴム協会科学技術奨励賞を授与することを決定した． 
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第16回CERI若手奨励賞審査報告 
日本ゴム協会科学技術奨励賞委員会  

委員長 山本 勝宏 
 

 

CERI若手奨励賞は，2007年に一般財団法人化学物質評価研究機構から若手を対象とする奨励制度の申し出により新

設されたものであり，日本ゴム協会科学技術奨励賞の一つとして，ゴムおよびプラスチックの評価・加工等の科学技

術の進歩に寄与する若手研究者（本会会員）に毎年1件，副賞20万円を授与するものである． 

第16回CERI若手奨励賞の募集要項を2022年の日本ゴム協会誌9月号から11月号に会告として発表し，11月30日までに

1件の応募（推薦）があった． 

2023年2月28日に2022年度第1回日本ゴム協会科学技術奨励賞委員会を開催し，第16回CERI若手奨励賞受賞候補者選

定について慎重に審議した．その結果，下記の研究題目で推薦された候補者を第16回CERI若手奨励賞受賞候補者とし

て選定し，理事会で承認された． 

 

受 賞 者：山口 晴彦氏（住友ゴム工業株式会社） 

研究の名称：改変短鎖シスプレニルトランスフェラーゼによる新奇バイオポリマー合成 

 

受賞理由： 

本研究者は，シス型プレニルトランスファーゼ(HRT1)と2種類のたんぱく質が，ゴム粒子膜上に共存することで，パ

ラゴムノキ内で天然ゴムが生成されることを明らかにし，天然ゴム合成酵素HRT1と短鎖ポリイソプレンを合成するト

マト由来のシス型プレニルトランスファーゼ（NDPS1）の違いに着目し，NDPS1の結晶構造解明，ポリイソプレンの鎖

長制御に関わる重要な知見を見出した．さらに，全シス型ポリイソプレンの合成に成功した．これらの応用研究にお

いて，天然には存在しない末端を有するポリイソプレンの合成にも成功している．本技術の応用は，天然ゴム末端の

設計とともに，フィラーとの相互作用の強い天然ゴムの合成なども可能となることが期待される．これらの成果は原

著論文4報にもまとめられており輝かし実績を積まれている． 

以上のように，新規なポリイソプレンの合成に関する研究成果は，エラストマー材料，ゴム材料解発，ゴムの産業

面・科学技術面の発展・進歩に貢献が期待できることから，本奨励賞の趣旨に合致するものと考え，CERI若手奨励賞

に決定した． 

 

  

 

第14回ブリヂストンソフトマテリアル
フロンティア賞審査報告 

日本ゴム協会科学技術奨励賞委員会  

委員長 山本 勝宏 
 

 

ブリヂストンソフトマテリアルフロンティア賞は，本会創立80周年にあたり，株式会社ブリヂストンから若手研究

者の奨励を目的とする顕彰制度の申し出により新設されたものであり，日本ゴム協会科学技術奨励賞の一つとして，

ゴム技術・ゴム産業のさらなる発展を期し，ゴム研究者の拡大と育成を図ることを目的として，ゴムおよび将来ゴム

技術・ゴム産業に貢献しうる関連分野での先端的研究を奨励し，「ゴムを極める科学技術の構築」「先端的研究のゴ

ム技術への応用展開」「ゴム産業に関係する地球環境の保全」「ゴム産業を通じた社会への貢献」を図る研究を行っ

ている若手研究者に毎年1件，副賞50万円を授与するものであり，これとは別に奨励賞を毎年2件以内，副賞各25万円

を授与するものである． 

ブリヂストンソフトマテリアルフロンティア賞の募集要項を2022年の日本ゴム協会誌9月号から11月号に会告として

発表し，11月30日までに3件の応募（推薦）があった． 

2023年2月28日に2022年度第1回日本ゴム協会科学技術奨励賞委員会を開催し，第14回ブリヂストンソフトマテリア

ルフロンティア賞受賞候補者選定について慎重に審議した．その結果，下記の研究題目で推薦された候補者1名をブリ

ジストンソフトマテリアルフロンティア賞受賞候補者，他2名を同奨励賞として選定し，理事会で承認された． 

フロンティア賞 

受 賞 者：西辻 祥太郎 氏（山形大学大学院） 

研究の名称：ゴム添加系新規高性能ポリマーアロイの開発および破壊メカニズムの解明 

受賞理由： 

近年SDGsの観点から石油由来プラスチックとの置き換えに，バイオプラスチックや生分解性プラスチックに注

目が集まるが，完全な置き換えにはそれらの高性能化が求められる．本研究者は，バイオプラスチックの一つで

あるポリ乳酸(PLA)に着目し，その化学改変を通して，SEBS共重合体との溶融混錬によるリアクティブプロセッシ

ング法による高靭性PLAポリマーアロイの開発に成功した．さらに，リアクティブプロセッシング法をうまく活用

し，ゴム添加系の様々な高性能ポリマーアロイの開発にも成功している．また，これらのポリマーアロイの破壊

メカニズムの解明を目指し，破壊力学による解析，顕微鏡法，散乱法による構造解析の組み合わせることで，ゴ

ムドメインの材料マトリックス中での負圧効果や密度揺らぎという新しい概念をもちいて説明がなされた．本研

究は，プラスチックに対するゴム添加の有用性を示すとともに，新規高性能バイオマスおよび生分解性プラスチ

ックの開発展開が期待でき，環境問題に対するゴム産業の可能性と発展を期待させる成果である． 

本研究成果は，先鋭的研究であると考えられるため，フロンティア賞に決定した． 

 

奨励賞 

受 賞 者：林 幹大 氏（名古屋工業大学） 

研究の名称：結合交換を駆使したサスティナブル架橋樹脂の開発 

 

受 賞 者：木梨 憲司 氏（京都工芸繊維大学） 

研究の名称：放射線可視化高分子複合材料の開発 
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第16回CERI若手奨励賞審査報告 
日本ゴム協会科学技術奨励賞委員会  

委員長 山本 勝宏 

 

 

CERI若手奨励賞は，2007年に一般財団法人化学物質評価研究機構から若手を対象とする奨励制度の申し出により新

設されたものであり，日本ゴム協会科学技術奨励賞の一つとして，ゴムおよびプラスチックの評価・加工等の科学技

術の進歩に寄与する若手研究者（本会会員）に毎年1件，副賞20万円を授与するものである． 

第16回CERI若手奨励賞の募集要項を2022年の日本ゴム協会誌9月号から11月号に会告として発表し，11月30日までに

1件の応募（推薦）があった． 

2023年2月28日に2022年度第1回日本ゴム協会科学技術奨励賞委員会を開催し，第16回CERI若手奨励賞受賞候補者選

定について慎重に審議した．その結果，下記の研究題目で推薦された候補者を第16回CERI若手奨励賞受賞候補者とし

て選定し，理事会で承認された． 

 

受 賞 者：山口 晴彦氏（住友ゴム工業株式会社） 

研究の名称：改変短鎖シスプレニルトランスフェラーゼによる新奇バイオポリマー合成 

 

受賞理由： 

本研究者は，シス型プレニルトランスファーゼ(HRT1)と2種類のたんぱく質が，ゴム粒子膜上に共存することで，パ

ラゴムノキ内で天然ゴムが生成されることを明らかにし，天然ゴム合成酵素HRT1と短鎖ポリイソプレンを合成するト

マト由来のシス型プレニルトランスファーゼ（NDPS1）の違いに着目し，NDPS1の結晶構造解明，ポリイソプレンの鎖

長制御に関わる重要な知見を見出した．さらに，全シス型ポリイソプレンの合成に成功した．これらの応用研究にお

いて，天然には存在しない末端を有するポリイソプレンの合成にも成功している．本技術の応用は，天然ゴム末端の

設計とともに，フィラーとの相互作用の強い天然ゴムの合成なども可能となることがきたいされる．これらの成果は

原著論文4報にもまとめられており輝かし実績を積まれている． 

以上のように，新規なポリイソプレンの合成に関する研究成果は，エラストマー材料，ゴム材料解発，ゴムの産業

面・科学技術面の発展・進歩に貢献が期待できることから，本奨励賞の趣旨に合致するものと考え，CERI若手奨励賞

に決定した． 

 

  

 

第14回ブリヂストンソフトマテリアル
フロンティア賞審査報告 

日本ゴム協会科学技術奨励賞委員会  

委員長 山本 勝宏 

 

 

ブリヂストンソフトマテリアルフロンティア賞は，本会創立80周年にあたり，株式会社ブリヂストンから若手研究

者の奨励を目的とする顕彰制度の申し出により新設されたものであり，日本ゴム協会科学技術奨励賞の一つとして，

ゴム技術・ゴム産業のさらなる発展を期し，ゴム研究者の拡大と育成を図ることを目的として，ゴムおよび将来ゴム

技術・ゴム産業に貢献しうる関連分野での先端的研究を奨励し，「ゴムを極める科学技術の構築」「先端的研究のゴ

ム技術への応用展開」「ゴム産業に関係する地球環境の保全」「ゴム産業を通じた社会への貢献」を図る研究を行っ

ている若手研究者に毎年1件，副賞50万円を授与するものであり，これとは別に奨励賞を毎年2件以内，副賞各25万円

を授与するものである． 

ブリヂストンソフトマテリアルフロンティア賞の募集要項を2022年の日本ゴム協会誌9月号から11月号に会告として

発表し，11月30日までに3件の応募（推薦）があった． 

2023年2月28日に2022年度第1回日本ゴム協会科学技術奨励賞委員会を開催し，第14回ブリヂストンソフトマテリア

ルフロンティア賞受賞候補者選定について慎重に審議した．その結果，下記の研究題目で推薦された候補者1名をブリ

ジストンソフトマテリアルフロンティア賞受賞候補者，他2名を同奨励賞として選定し，理事会で承認された． 

フロンティア賞 

受 賞 者：西辻 祥太郎 氏（山形大学大学院） 

研究の名称：ゴム添加系新規高性能ポリマーアロイの開発および破壊メカニズムの解明 

受賞理由： 

近年SDGsの観点から石油由来プラスチックとの置き換えに，バイオプラスチックや生分解性プラスチックに注

目が集まるが，完全な置き換えにはそれらの高性能化が求められる．本研究者は，バイオプラスチックの一つで

あるポリ乳酸(PLA)に着目し，その化学改変を通して，SEBS共重合体との溶融混錬によるリアクティブプロセッシ

ング法による高靭性PLAポリマーアロイの開発に成功した．さらに，リアクティブプロセッシング法をうまく活用

し，ゴム添加系の様々な高性能ポリマーアロイの開発にも成功している．また，これらのポリマーアロイの破壊

メカニズムの解明を目指し，破壊力学による解析，顕微鏡法，散乱法による構造解析の組み合わせることで，ゴ

ムドメインの材料マトリックス中での負圧効果や密度揺らぎという新しい概念をもちいて説明がなされた．本研

究は，プラスチックに対するゴム添加の有用性を示すとともに，新規高性能バイオマスおよび生分解性プラスチ

ックの開発展開が期待でき，環境問題に対するゴム産業の可能性と発展を期待させる成果である． 

本研究成果は，先鋭的研究であると考えられるため，フロンティア賞に決定した． 

 

奨励賞 

受 賞 者：林 幹大 氏（名古屋工業大学） 

研究の名称：結合交換を駆使したサスティナブル架橋樹脂の開発 

 

受 賞 者：木梨 憲司 氏（京都工芸繊維大学） 

研究の名称：放射線可視化高分子複合材料の開発 
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